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捨
て
れ
ば
ゴ
ミ
、

活
か
せ
ば
資
源

　

わ
た
し
た
ち
は
、
大
量
生
産
、
大
量
消
費
の
社

会
で
生
活
し
、
豊
か
で
便
利
な
暮
ら
し
を
し
て
き

ま
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
毎
日
大
量
の
ゴ
ミ
を
排

出
し
、
自
然
環
境
の
破
壊
や
資
源
の
枯
渇
な
ど
を

引
き
起
こ
し
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。

　

こ
の
美
し
い
地
球
環
境
を
次
世
代
に
引
き
継
い

で
い
く
た
め
に
も
、
心
掛
け
だ
け
で
誰
に
で
も
簡

単
に
で
き
る
ゴ
ミ
の
削
減
・
分
別
に
、
市
民
全
員

で
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

竜岡町みだいスカイタウンにて、大型生ゴミ処理機を見学する参加者のみなさん
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私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
か
ら　
　

　
　
　
　

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

に
こ
に
こ
と
澄
ん
だ
瞳
の
赤
ち

ゃ
ん
や
、
元
気
な
子
ど
も
た
ち
を

見
る
た
び
、
こ
の
子
た
ち
が
大
き

く
な
っ
た
時
に
、
こ
の
地
球
は
ど

ん
な
環
境
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ

う
と
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。
少
し

で
も
良
い
環
境
を
、
ま
た
限
り
あ

る
資
源
を
少
し
で
も
残
し
て
、
私

た
ち
と
同
じ
よ
う
な
暮
ら
し
が
送

れ
る
よ
う
に
し
て
あ
げ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

環
境
破
壊
は
地
球
規
模
で
進
ん

で
い
ま
す
が
、
私
た
ち
に
で
き
る

こ
と
か
ら
改
善
し
て
い
く
べ
き
だ

と
感
じ
ま
す
。
そ
の
最
た
る
も
の

が
ゴ
ミ
の
問
題
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

先
日
、
エ
コ
パ
ー
ク
た
つ
お
か

の
見
学
に
行
き
、
ゴ
ミ
の
量
の

多
さ
と
分
別
の
悪
さ
に
驚
き
ま
し

た
。
可
燃
ゴ
ミ
の
処
理
量
は
毎

年
増
え
続
け

て
い
る
そ
う

で
す
。
ま
た
、

分
別
が
さ
れ

て
い
な
い
が

た

め

に
、

再

利
用
が
で
き
な
い
だ
け
で
な
く
、

私
た
ち
の
税
金
で
賄
わ
れ
る
処
理

経
費
も
莫
大
に
な
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。

　

市
で
決
め
ら
れ
た
ル
ー
ル
で
分

別
す
る
こ
と
で
、
資
源
の
乏
し
い

こ
の
国
で
も
、
再
利
用
し
て
活
か

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
少

し
で
も
ゴ
ミ
を
減
ら
す
努
力
を
す

る
こ
と
で
、
環
境
の
改
善
に
つ
な

が
る
だ
け
で
な
く
、
処
理
経
費
も

減
少
し
、
税
金
の
も
っ
と
良
い
使

い
方
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

　

外
国
で
も
褒
め
ら
れ
た
「
も
っ

た
い
な
い
」
の
心
で
、
捨
て
る
前

に
今
一
度
考
え
て
、
活
か
せ
る
も

の
は
活
か
す
よ
う
に
努
力
し
、「
捨

て
れ
ば
ゴ
ミ
、
活
か
せ
ば
資
源
」

と
い
う
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
生
活

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

我
が
子
や
、孫
を
愛
し
む
心
で
、

地
球
環
境
や
資
源
を
考
え
て
み
た

ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

峡
北
広
域
行
政
事

務
組
合
（
韮
崎
・
北
杜
・

甲
斐
）
で
建
設
し
た

「
エ
コ
パ
ー
ク
た
つ
お

か
」（
ゴ
ミ
処
理
場
、

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
）

は
、
１
日
に
可
燃
ゴ

ミ
１
６
０
ト
ン
、
不

燃
ゴ
ミ
15
ト
ン
の
処

理
能
力
で
、
３
市
か

ら
排
出
さ
れ
る
ゴ
ミ

を
処
理
し
て
い
ま
す
。

　

下
の
表
か
ら
分
か

る
よ
う
に
、
韮
崎
市

は
北
杜
市
と
比
較
し

て
、
人
口
の
割
り
に

ゴ
ミ
の
処
理
量
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
現
状
を

踏
ま
え
、
市
で
は
少

し
で
も
処
理
経
費
を
減
ら
そ
う
と
、

ゴ
ミ
の
排
出
削
減
や
、
リ
サ
イ
ク

ル
の
た
め
に
分
別
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
が
、
可
燃
ゴ
ミ
の
処
理
量

は
年
々
増
大
し
、
そ
れ
に
伴
い
み

な
さ
ん
の
税
金
で
賄
わ
れ
る
処
理

経
費
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
可
燃
ゴ
ミ
」
の
中
に

「
金
属
類
」（
主
に
針
金
製
の
ハ
ン

ガ
ー
・
家
庭
用
カ
レ
ン
ダ
ー
の
鉄

の
芯
・
文
書
用
フ
ァ
イ
ル
の
止
め

具
な
ど
）
が
混
入
さ
れ
た
ま
ま
排

出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
原
因
で
、

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
、
焼
却
施
設

が
一
時
停
止
す
る
よ
う
な
状
況
も

発
生
し
て
い
ま
す
。
焼
却
炉
が
１

度
止
ま
る
と
、
再
稼
動
の
際
に
温

度
を
上
げ
る
た
め
の
燃
料
が
必
要

と
な
り
、
多
額
の
経
費
が
発
生
し

て
し
ま
い
ま
す
。

　

「
エ
コ
パ
ー
ク
た
つ
お
か
」
は

み
な
さ
ん
が
利
用
す
る
施
設
で

す
。
一
人
ひ
と
り
が
ル
ー
ル
を
守

り
、
無
駄
な
税
金
を
使
わ
な
い
た

め
に
も
、
ゴ
ミ
を
出
す
前
に
も
う

一
度
「
分
別
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
金
属
類
は「
不

燃
ゴ
ミ
」
と
し
て
分
別
し
、「
可

燃
ゴ
ミ
」
と
明
確
に
区
分
す
る
と

と
も
に
、
ゴ
ミ
の
削
減
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

若尾 鈴子さん（旭町）

ゴミの処理には
あなたの税金が使われています

家庭から出たゴミの処理状況（平成１８年度）

※ゴミ処理にかかる経費には、事業系ゴミ処理経費は除いています

※可燃ゴミに混入していた金属類

韮崎市 北杜市
甲斐市

（旧竜王町除く）

可燃ゴミ [ ｔ ] 6,614.57 6,160.97 7,133.58

不燃ゴミ [ ｔ ] 799.94 857.98 648.16

合計 [ ｔ ] 7,414.51 7,018.95 7,781.74

人口 [ 人 ] 33,103 50,777 33,682

市民１人あたりの年間処理量 [ ｋｇ ] 224 138 231

ゴミ処理にかかる年間経費 [ 円 ] 　1,381,365,325（3 市計）　　

１人あたりの年間処理経費 [ 円 ]    　 11,750（3 市計）

ゴミ１ｔあたりの処理経費 [ 円 ]   　  62,181（3 市計）



とのことです。こ
ういった現状を市
民ひとりひとりが
理解し、モラルを
持って改善するこ
とが大切だと感じ
ました。
　「みだいスカイ
タウン」では、燃えにくいため処理に経費の
かかる生ゴミを、微生物により分解し、重量
を抑えることができる生ゴミ処理機を見学し
ました。残ったものは堆肥として再利用でき
るそうで、とても興味深い実験で、どのよう
な結果がでるか楽しみです。
　ゴミの排出量を抑制すれば、税金をより有
効に使え、環境の保護にも役立つのではない
でしょうか。官民が一体となり、ゴミの削減
に取り組んでいくべきだと思います。

　韮崎生活学校の約２０名で、峡北広域環境
衛生センター「エコパークたつおか」と「み
だいスカイタウン」の環境研修会に参加して、
ゴミ問題について学びました。
　「エコパークたつおか」では、ゴミの分別
の仕方、分別の悪さによる損失、処理量や経
費、リサイクルなどについて話を聞きました
が、ゴミの処理量と、処理経費、市民のモラ

ルの低さに驚きま
した。これだけリ
サイクルが叫ばれ
ているのに、分別
をせず排出してい
るため、処理場の
焼却施設が停止し
てしまい、再始動
するのに無駄な税
金が使われている
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市
で
は
、
各
家
庭
か

ら
出
る
生
ゴ
ミ
の
減
量

化
に
つ
い
て
、
地
域
ぐ

る
み
で
取
り
組
み
、
生

ゴ
ミ
減
量
化
へ
向
け
た

市
民
の
み
な
さ
ん
の

意
識
向
上
を
目
指
し

て
「
韮
崎
市
生
ゴ
ミ
減

量
化
推
進
事
業
」
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

毎
日
、
各
家
庭
か
ら

出
る
可
燃
ゴ
ミ
に
は
、

水
分
を
多
く
含
む
生
ゴ

ミ
が
入
っ
て
い
る
た
め
、

「
ゴ
ミ
が
重
く
な
る
」、

「
焼
却
す
る
と
き
に
燃

え
に
く
い
」
な
ど
の
問
題
が
あ
り

ま
す
。
生
ゴ
ミ
の
水
分
を
カ
ッ
ト

す
る
だ
け
で
も
、
ゴ
ミ
全
体
の
重

さ
は
グ
ッ
と
軽

く
な
り
、
ゴ
ミ

を
燃
焼
さ
せ
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
コ

ス
ト
も
大
幅
に

低
減
さ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、「
竜
岡
町
み
だ

い
ス
カ
イ
タ
ウ
ン
区
」
の
61
世
帯

『
チ
ー
ム
・
ス
リ
ー
ア
ー
ル
』
の

方
の
ご
理
解
ご
協
力
を
得
て
、
こ

の
事
業
の
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、

大
型
生
ゴ
ミ
処
理
機
（
処
理
能
力

１
日
あ
た
り
50
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
を

設
置
し
て
、
７
月
15
日
よ
り
稼
動

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
処
理
機
に
生
ゴ
ミ
を
投
入

す
る
と
、
水
分
が
抜
か
れ
、
特
殊

な
微
生
物
に
よ
り
分
解
さ
れ
る
こ

と
で
、
重
量
で
７
分
の
１
～
８
分

の
１
程
度
に
ま
で
減
少
し
ま
す
。

　

そ
れ
に
よ
り
、
可
燃
ゴ
ミ
の
約

25
％
を
占
め
、
焼
却
処
分
に
費
用

の
か
か
る
水
分
を
含
ん
だ
生
ゴ
ミ

が
減
り
、
処
理
経
費
の
減
少
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

生
ゴ
ミ
処
理
機
を
利
用
す
る
こ

と
で
、
ゴ
ミ
の
排
出
量
、
処
理
経

費
が
減
る
だ
け
で
な
く
、
残
り
を

堆
肥
と
し
て
再
利
用
し
、
農
作
物

を
育
て
、
消
費
す
る
と
い
っ
た
環

境
に
優
し
い
循
環
型
社
会
の
実
現

に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
併
せ
て
資
源
ゴ
ミ
の
リ

サ
イ
ク
ル
に
対
し
て
も
14
種
類

の
「
分
別
リ
サ
イ
ク
ル
コ
ー
ナ
ー
」

を
併
設
し
て
、
循
環
型
の
リ
サ
イ

ク
ル
シ
テ
ィ
ー
を
目
指
す
た
め
、

調
査
・
研
究
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
、
稼
動
状
況
を
半
年
間
調

査
・
研
究
し
、
処
理
実
績
な
ど
を

市
民
の
み
な
さ
ん
に
公
表
し
、
こ

の
事
業
成
果
に
よ
り
、
家
庭
用
生

ゴ
ミ
処
理
機
購
入
な
ど
の
普
及
活

動
を
行
う
と
と
も
に
、
モ
デ
ル
地

区
の
拡
大
化
を
推
進
し
て
い
く
予

定
で
す
。
上
手
に
ゴ
ミ
を
減
ら
し

て
、
資
源
と
環
境
に
や
さ
し
い
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

市
民
課
環
境
保
全
担
当

　

（
内
線
１
３
１
・
１
３
２
）

※大型生ゴミ処理機

生
ゴ
ミ
処
理
機
で

ゴ
ミ
を
減
量

「ゴミの減量大作戦」
生ゴミ減量化推進事業スタート

循
環
型
の

リ
サ
イ
ク
ル
社
会
を
目
指
し
て

市民全員の心がけが大切だと思います。

横森 ゆき子さん（穂坂町）
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　７月１６日、新潟県中越沖を震源とする「新潟
県中越沖地震」は、大きな被害をもたらしました。
この地震により被災された方々を救済するため、
韮崎市地区長連合会が窓口になり、義援活動を展
開しますので、市民のみなさんの温かいご支援を
お願いします。
　つきましては、各地区の役
員が募金に伺いますのでご協
力ください。なお、今回の義
援活動は現金のみですのでご
了承ください。

■受付窓口　
　韮崎市地区長連合会会長　輿石賢一

■お問い合わせ
　総務課総務担当（内線３３３、３３４）

新潟県中越沖地震
災害義援活動にご協力を

震
が
発
生
し
た
》
と
い
う
事
態
を

想
定
し
て
、
実
践
に
即
し
た
訓
練

を
地
区
（
自
主
防
災
組
織
）
毎
に

計
画
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

　

当
日
は
市
の
防
災
無
線
で
８
時

30
分
に
「
地
震
警
戒
宣
言
」
を
発

令
し
ま
す
の
で
、
お
住
ま
い
の
地

区
の
避
難
地
を
再
確
認
し
、
避
難

し
て
く
だ
さ
い
。

　

「
み
ん
な
の
ま
ち
は
み
ん
な
で

守
る
」
を
合
言
葉
に
、
防
災
訓
練

に
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
防
災
交
通
担
当

（
内
線
３
３
９
）

し
、
家
族
全
員
で
防
災
に
つ
い
て

考
え
、
い
つ
巨
大
地
震
が
起
こ
っ

て
も
、
慌
て
な
い
よ
う
に
備
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　

　

本
年
度
の
防
災
訓
練
は
、
多
く

の
み
な
さ
ん
が
参
加
で
き
る
よ
う
、

防
災
週
間
（
８
月
30
日
～
９
月
５

日
）
の
日
曜
日
で
あ
る
９
月
２
日

に
実
施
し
ま
す
。

　

訓
練
の
内
容
に
つ
い
て
は
《
休

日
の
午
前
中
に
、
東
海
地
震
警
戒

宣
言
が
発
令
さ
れ
震
度
６
強
の
地

　

山
梨
県
に
及
ぼ
す
巨

大
地
震
は
東
海
地
震
、

南
関
東
直
下
プ
レ
ー
ト

境
界
地
震
、
活
断
層
に

よ
る
地
震
の
３
種
類
の

地
震
が
想
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

特
に
、
東
海
地
震
は

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
ク

ラ
ス
の
巨
大
地
震
で
、

近
い
将
来
発
生
す
る
恐

れ
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。
震
度
６
強

や
震
度
６
弱
の
激
し
い

揺
れ
が
予
想
さ
れ
、
山

梨
県
は
ほ
ぼ
全
域
が
、

大
き
な
被
害
が
想
定
さ

れ
る
「
強
化
地
域
」
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」。

大
正
12
年
の
こ
の
日
に
起
き
た
関

東
大
震
災
の
教
訓
を
忘
れ
な
い
と

い
う
意
味
と
、
こ
の
時
期
に
多
い

台
風
に
対
す
る
心
構
え
の
意
味
も

含
め
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
機
会
に
、

非
常
事
態
に
備

え
て
非
常
持
ち

出
し
袋
を
用
意

し

た

り
、

家

庭
の
災
害
対

策
を
再
確
認

ある日突然、ぐらっときても備えあれば大丈夫
９月２日は、韮崎市防災訓練

巨
大
地
震
へ
の
備
え

大
丈
夫
で
す
か
？

防
災
訓
練

積
極
的
に
ご
参
加
を

　

韮
崎
市
は
、
東
海
地
震
の
地
震

防
災
対
策
強
化
地
域
等
に
指
定
さ

れ
、
古
い
木
造
住
宅
は
倒
壊
す
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
み
な
さ
ん
の
居
住
す

る
住
宅
の
耐
震
診
断
を
実
施
す
る

こ
と
で
、
住
宅
の
耐
震
性
に
つ
い

て
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
耐

震
化
へ
の
促
進
を
図
る
た
め
、
平

成
15
～
18
年
度
ま
で
１
９
０
件
の

耐
震
診
断
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
機
会
に
、
地
震
に
備
え
て

家
屋
の
耐
震
診
断
を
受
け
て
み
ま

せ
ん
か
。

■
対
象
住
宅

◇
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

　

工
し
た
木
造
在
来
工
法
の
住
宅

※
プ
レ
ハ
ブ
工
法
・
２
×
４
工
法

　

な
ど
は
除
き
ま
す
。

◇
２
階
建
て
以
下
で
、
延
床
面
積

　

３
０
０
㎡
以
下
の
住
宅

あ
な
た
の
家
は
大
丈
夫
？

木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断

◇
長
屋
お
よ
び
共
同
住
宅
以
外
の

　

個
人
所
有
の
住
宅

※
併
用
は
過
半
が
住
宅
の
も
の

■
募
集
数　

30
件
（
先
着
順
）

■
受
付
期
間

　

12
月
21
日
（
金
）
ま
で

※
募
集
数
に
な
り
次
第
終
了

■
費
用　

無
料

■
診
断
者

　

市
が
委
託
し
た
診
断
者

■
診
断
（
調
査
）
内
容

　

診
断
者
が
実
際
に
住
宅
の
調
査

　

を
行
い
、
外
観
な
ど
の
目
視
調

　

査
・
聞
き
取
り
調
査
な
ど
半
日

　

程
の
調
査
に
な
り
ま
す
。

■
そ
の
他

　

耐
震
診
断
を
行
っ
た
方
で
、
評

　

点
が
0.7
未
満
の
方
が
、
1.0
以
上

　

と
な
る
耐
震
改
修
工
事
を
行
っ

　

た
場
合
、
補
助
金
の
対
象
に
な

　

り
ま
す
。

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課
建
築
営
繕
担
当

（
内
線
２
４
４
）
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夏の武田の里まつり

※当日の会場付近は、大変混雑します。

　お車でお越しの方は、乗り合わせも

　しくは、「韮崎中央公園」と「韮崎

　市営総合運動場」からのシャトルバ

　スをご利用ください。

※韮崎西中は校舎建替え中につき５０

　台の駐車となります。

※バスは、１８：００〜２２：３０の間、

　２０〜３０分間隔で運行します。

　道路の状況により、時間が前後する

　場合があります。ご了承ください。

　８月１６日（木）当日の日程（雨天時は翌日開催）
　　○盆踊り大会　　　１８：００〜１９：１０
　　○採火式　　　　　１８：３０
　　○たいまつ行列　　１８：５０〜１９：２０
　　　（大松明点火）
　　○武田の里供養会　１９：２０〜１９：５５
　　○灯籠流し　　　　１９：３５〜１９：５５
　　○花火大会　　　　２０：００〜２０：４５

　武田の里まつり実行委員会では、８月１６日（木）、韮崎の
夏の夜の風物詩「夏の武田の里まつり花火大会」を行います。
ご家族や友人たちと、夏の夜を彩る鮮やかな花火に身も心も
涼んでみてはいかがでしょうか。
　昨年同様「灯篭流し」は先着３０名で一般参加者を募ります。
また、今回は新企画として協賛金を募り、メッセージ花火を
行います。

あ
な
た
の
花
火
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

添
え
て
打
ち
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

あ
な
た
の
花
火
に
誕
生
祝
い
、
結

婚
祝
い
な
ど
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
添
え

て
打
ち
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
？　

　

お
申
し
込
み
頂
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

は
花
火
大
会
当
日
、
花
火
を
打
ち
上

げ
る
と
と
も
に
、
会
場
放
送
に
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

■
募
集
内
容　

　

１
メ
ッ
セ
ー
ジ
30
文
字
以
内

◇
メ
ッ
セ
ー
ジ
例

・「
○
○
さ
ん
、
お
誕
生
日
お
め
で
と

　

う
。
い
つ
ま
で
も
元
気
で
ね
。」

・「
○
月
○
日
に
、
私
た
ち
結
婚
し
ま

　

す
。
私
た
ち
の
花
火
を
見
て
く
だ

　

さ
い
。」
な
ど

■
募
集
数　

10
人

■
募
集
締
め
切
り　

８
月
10
日
（
金
）

■
協
賛
金　

１
万
円

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

武
田
の
里
ま
つ
り
実
行
委
員
会      

　

（
市
役
所
商
工
観
光
課
内
）

　
　
　

（
内
線
２
２
９
・
２
３
０
）

「武田家累代戦没将士供養会・花火大会」

Ｐ

花火大会会場

Ｐ

Ｐ

Ｐ

ＰＰ

Ｐ

釜無川
武
田
橋

国道２０号
●
韮
崎
相
互
病
院

韮崎市役所
（200台）

にらさき文化村
70台(有料）

韮崎西中（50台）

JA梨北
（170台）

←甲府方面 諏訪方面→

中央公園（300台）
(ｼｬﾄﾙﾊﾞｽ発着所)

トンネル

商工会館前
18台(有料)

●珍珍珍
　ﾗｰﾒﾝ

船
山
橋

※歩行者用道路

●ルートイン韮崎

韮
崎
市
営
総
合
運
動
場

（
3
0
0
台
）

(ｼｬﾄﾙﾊﾞｽ発着所)

●
北
巨
摩
合
同
庁
舎

Ｐ Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

●
ハリカ

建設業協会
（70台）

Ｐ

旭陽電気（40台）

（50台）

水神駐車場
（30台）

（100台）
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“
お
ら
が
地ま

ち域
の
優
れ
も
の
発
掘
！
”

私
た
ち
が
選
ぶ
「
韮
崎
百
選
」
募
集
中

　

韮崎市職員を募集します
■試験日時・会場・試験内容　
　１次試験 ９月１６日（日）※８時から受付
　市役所別館２０１会議室
　教養試験・専門試験・適性検査・作文

■受験申込等
◇採用試験受験申込書を政策秘書課へ提出
※採用試験受験申込書は政策人事担当窓口、市
　ＨＰで入手可能、郵便請求は返信用封筒を同
　封のこと
※代理人・郵送申込み可能

◇インターネットでのお申し込み
　やまなしくらしねっと
　（ http://www.ycma.jp）から申込可能

■職員採用試験案内
　政策人事担当窓口、市ＨＰで入手可能

■申込受付期間　
　８月１日（水）～２３日（木）
　８時３０分～１７時３０分
　（土・日曜日は除きます。）

■受験資格（行政事務のみ）
　平成１９年４月１日以降引き続き市内に住所を有す
　る者
※ただし、修学のため市内に在住しないが、卒業後再
　び市内に住所を有する者、および就職のため市内に
　在住しないが、採用後再び市内に住所を有する者を
　含みます。

■採用予定日
　平成２０年４月１日

■お申し込み・お問い合わせ
　政策秘書課政策人事担当（内線３２５・３２６）

採用基準 採用予定数 資格要件等

行政事務（上級） ５名程度
昭和 52 年４月２日以降に生まれた者で、大学卒
業以上の学歴を有する者（卒業見込者を含む）

管理栄養士（中級） １名
昭和 52 年４月２日以降に生まれた者で、管理栄
養士の免許を有する者（免許取得見込者を含む）

保健師（上級） １名
昭和 52 年４月２日以降に生まれた者で、保健師
の免許を有する者（免許取得見込者を含む）

薬剤師（上級） １名
昭和 42 年４月２日以降に生まれた者で、薬剤師
の免許を有する者（免許取得見込者を含む）

看護師（中級） ７名程度
昭和 42 年４月２日以降に生まれた者で、看護師
の免許を有する者（免許取得見込者を含む）

　

市
で
は
、「
魅
力
・
再
構
築
プ
ラ

ン
」
と
し
て
、
市
内
の
自
然
、
史
跡
、

商
工
農
産
物
な
ど
の
中
で
、
現
在
知

名
度
の
あ
る
も
の
、
ま
た
、
す
ば
ら

し
さ
が
埋
も
れ
て
い
る
資
源
、
５
感

（
視
覚
、
聴
覚
、
臭
覚
、
味
覚
、
触

覚
）
に
う
っ
た
え
る
も
の
を
掘
り
起

こ
し
、本
市
を
全
国
に
紹
介
す
る「
韮

崎
百
選
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

広
く
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
推
薦

い
た
だ
き
、「
韮
崎
ブ
ラ
ン
ド
」
さ

ら
に
は
「
全
国
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て

売
り
出
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
広
報
に
ら
さ
き
７
月
号
の
折
込

葉
書
か
、
メ
ー
ル
に
て
情
報
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

■
提
出
期
限

　

８
月
31
日
（
金
）

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課
観
光
担
当

（
内
線
２
２
９
・
２
３
０
）

　

syo
u

k
o

u
@

city.n
irasak

i.  

　

lg.jp
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医
療
の
高
度
化
に
伴
う
医
療
費
の

増
大
、
ま
た
国
保
加
入
世
帯
の
所

得
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
国
保
税

の
収
入
は
年
々
減
少
し
て
き
て
い

る
状
況
で
す
。

　

平
成
17
年
度
と
平
成
18
年
度
の

医
療
費
を
１
人
当
た
り
で
み
る
と
、

平
成
17
年
度
で
約
14
万
９
千
円
、

平
成
18
年
度
で
は
約
17
万
１
千
円

と
約
15
％
増
加
し
て
い
る
一
方
で
、

医
療
分
保
険
税
収
入
は
前
年
度
比

約
３
％
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
こ
こ
数
年
の
赤
字

分
は
国
保
財
政
調
整
基
金
を
取
り

崩
し
て
国
保
会
計
の
収
入
に
充
て
、

財
政
運
営
を
し
て
き
ま
し
た
が
、

基
金
も
枯
渇
す
る
状
況
と
な
り
ま

し
た
。

　

そ
こ
で
市
議
会
や
国
保
運
営
協

議
会
で
審
議
を
行
い
、
や
む
を
得

ず
平
成
19
年
度
の
税
率
を
引
き
上

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
の
国
民
健
康
保
険
で
は
、
平

成
19
年
度
に
お
い
て
次
の
表
と
お

り
国
保
税
率
の
改
定
を
お
願
い
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

国
保
加
入
者
の
み
な
さ
ん
の
心

が
け
で
医
療
費
を
抑
制
し
、
国
保

税
の
負
担
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
医
療
費
の
増
加
は
、
生
活

習
慣
病
な
ど
の
病
気
に
よ
る
治
療

期
間
の
長
期
化
や
、
重
複
受
診
が

増
え
て
い
る
こ
と
が
要
因
と
な
っ

て
い
ま
す
。
医
療
費
を
抑
え
る
た

め
に
、
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　

◇
１
人
ひ
と
り
が
日
頃
か
ら
健
康

　

管
理
に
注
意
し
、
病
気
の
予
防

　

に
努
め
る
。

◇
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
、

　

病
気
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療

　

に
努
め
る
。

◇
多
受
診
を
避
け
、
過
剰
に
薬
に

　

頼
ら
な
い
。

　

国
保
加
入
者
が
安
心
し
て
良
質

な
医
療
を
将
来
に
わ
た
り
安
定
的

に
享
受
で
き
る
よ
う
、
ご
理
解
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

■
お
問
い
合
わ
せ

　

市
民
課
国
保
医
療
担
当

（
内
線
１
２
７
～
１
２
９
）

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
現
在
の
「
老

人
保
健
制
度
」
が
「
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
」
に
変
わ
り
ま
す
。
75

歳
以
上
（
一
定
以
上
の
障
害
の
あ

る
方
は
65
歳
以
上
）
の
方
は
、
現

在
ご
加
入
の
国
民
健
康
保
険
や
被

用
者
保
険
か
ら
「
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
」
に
加
入
（
切
替
）
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
制
度
の
内
容

に
つ
い
て
は
、
随
時
、
広
報
な
ど

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
新
制
度
の
ポ
イ
ン
ト

◇
75
歳
以
上
（
一
定
以
上
の
障
害

　

の
あ
る
方
は
、
65
歳
以
上
）
の

　

方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

◇
医
療
費
の
負
担
割
合
は
、
一
般

　

の
方
は
１
割
、
現
役
並
み
所
得

　

者
は
３
割
で
す
。

◇
保
険
料
は
、
広
域
連
合
に
お
い

　

て
定
め
ら
れ
、
原
則
と
し
て
年

　

金
か
ら
徴
収
し
ま
す
。

◇
制
度
の
運
営
は
、
山
梨
県
後
期

　

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
行
い
、

　

窓
口
業
務
、
保
険
料
の
徴
収
は

　

韮
崎
市
で
行
い
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

・
市
民
課
国
保
医
療
担
当

（
内
線
１
２
７
～
１
２
９
）

・
山
梨
県
後
期
高
齢
者

　
　
　
　
　
　
　

医
療
広
域
連
合

☎
０
５
５
ー
２
３
６
ー
５
６
７
１

　

国
民
健
康
保
険
は
、

病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
時
、

病
院
や
診
療
所
の
窓
口

で
、
か
か
っ
た
医
療
費

の
一
部
を
負
担
す
る
だ

け
で
必
要
な
医
療
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
が
生

ま
れ
た
時
や
、
家
族
が

亡
く
な
っ
た
と
き
な
ど

給
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。（
国
保
加

入
者
が
給
付
対
象
）

　

こ
の
よ
う
な
国
保
事

業
は
、
国
・
県
な
ど
の

補
助
金
と
国
保
税
で
ま

　

か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

 　

市
国
民
健
康
保
険
の
財
政
状
況

は
、
国
保
加
入
者
の
高
齢
化
や
、

国民健康保険加入のみなさまへ
平成１９年度から税率が変わります

区分 18 年度 19 年度

所得割
（世帯の前年の所得に応じて算出）

6.5% 7.7%

資産割
（世帯の固定資産税に応じて算出）

30% 36%

均等割
（世帯の加入者１人あたりの額）

16,500 円 28,000 円

平等割
（１世帯あたりの額）

18,000 円 26,000 円

国
保
財
政
の

健
全
化
を
図
る
た
め
に

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

国保税率改定一覧表み
な
さ
ん
の
心
が
け
で

医
療
費
の
抑
制
を

み
ん
な
で
支
え
る

国
民
健
康
保
険

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

1,400,000

(千円)

H15 H16 H17 H18

医療費国保税

657,874657,874

1,103,7831,103,783

644,632644,632

1,134,7091,134,709

631,789631,789

1,258,0091,258,009

611,524611,524

1,337,8151,337,815
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麻
し
ん
（
は
し
か
）

予
防
接
種
費
用
を
助
成
し
ま
す

　

市
で
は
、
麻
し
ん
（
は
し
か
）

の
予
防
接
種
（
麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン

ま
た
は
麻
し
ん
・
風
し
ん
混
合
ワ

ク
チ
ン
）
を
自
己
負
担
で
受
け
た

お
子
さ
ん
の
保
護
者
を
対
象
に
、

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

■
対
象

　

次
の
①
か
ら
③
全
て
に
該
当
、

　

ま
た
は
④
に
該
当
す
る
者

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る
者

②
満
２
歳
か
ら
中
学
校
在
籍
の
者

③
麻
し
ん
の
予
防
接
種
を
行
っ
た

　

こ
と
が
な
く
、
麻
し
ん
に
罹
患

　

し
た
こ
と
が
な
い
者

④
５
月
以
降
に
初
め
て
、
麻
し
ん

　

予
防
接
種
（
麻
し
ん
・
風
し
ん

　

混
合
ワ
ク
チ
ン
含
む
）
を
自
己

　

負
担
で
行
い
、
前
記
①
、
②
に

　

該
当
す
る
者
で
医
療
機
関
か
ら

　

報
告
の
あ
っ
た
者
、
も
し
く
は
、

　

接
種
の
確
認
が
領
収
書
な
ど
か

　

ら
行
わ
れ
る
者

※
定
期
予
防
接
種
対
象
者
は
除
く

■
助
成
金
額

　

１
人　

３
０
０
０
円

■
申
請
期
間

　

９
月
28
日
（
金
）
ま
で

■
申
請
手
続

◇
既
に
予
防
接

　

種
を
実
施
し
た
方

　

次
の
書
類
を
持
参
し
て
、
保
健

　

課
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

・
予
防
接
種
を
証
明
で
き
る
も
の

　

（
報
告
書
、
領
収
書
な
ど
）

・
振
込
先
口
座
の
わ
か
る
も
の

・
印
鑑

・
住
所
の
確
認
で
き
る
も
の

◇
予
防
接
種
を
予
定
し
て
い
る
方

　

予
診
票
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、

　

保
健
課
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

内
）
に
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

　

接
種
後
、
前
記
の
書
類
を
保
健

　

課
に
持
参
し
、
申
請
し
て
く
だ

　

さ
い
。

■
助
成
方
法

　

助
成
金
の
交
付
決
定
後
、
金
融

　

機
関
口
座
に
お
振
込
み
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
せ

　

保
健
課
健
康
増
進
担
当

　

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
２
３
ー
４
３
１
０

２
３
ー
４
３
１
６

　

年
を
と
っ
た
ら
「
筋

肉
は
身
に
付
く
こ
と

は
な
い
」
と
あ
き
ら

め
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

い
く
つ
に
な
っ
て

も
筋
肉
を
動
か
す
こ

と
で
、
筋
力
ア
ッ
プ

が
で
き
ま
す
。
今
か

ら
楽
し
く
コ
ツ
コ
ツ

「
貯
筋
」
し
、
い
き
い

き
と
毎
日
を
送
り
ま

し
ょ
う
。

■
時
間

　

９
時
30
分
～

　
　
　
　

11
時
30
分

※
初
回
、
第
６
回
目

　

は
９
時
～

※
お
住
ま
い
の
地
区

　

に
関
係
な
く
、
都

　

合
の
良
い
場
所
で
、

　

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
対
象

◇
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
方

◇
地
域
で
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
く
だ

　

さ
る
方

■
内
容

　

体
力
測
定
、
健
康
ミ
ニ
講
座
、

　

デ
ン
マ
ー
ク
体
操
（
健
康
体
操
）

　

	■
担
当
者

　

運
動
指
導
士
、
保
健
師
、
シ
ニ

　

ア
健
康
サ
ポ
ー
タ
ー

■
持
ち
物

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
水
筒
、
体
操

　

で
き
る
服
装
、
室
内
用
運
動
靴

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

保
健
課
介
護
支
援
担
当

　

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
２
３
ー
４
３
１
３

２
３
ー
４
３
１
６

いきいき貯筋クラブ　参加者募集

公民館名 第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回

神山町 8 月 21 日（火） 9 月  4 日（火） 9 月 18 日（火）10 月  2 日（火）10 月 16 日（火）11 月 13 日（火）

穴山町 8 月 23 日（木） 9 月  6 日（木） 9 月 20 日（木）10 月  4 日（木）10 月 18 日（木）11 月 15 日（木）

藤井町 8 月 24 日（金） 9 月  7 日（金） 9 月 21 日（金）10 月  5 日（金）10 月 19 日（金）11 月  2 日（金）

韮崎 A（市民会館） 8 月 28 日（火） 9 月 13 日（木） 9 月 25 日（火）10 月  9 日（火）10 月 23 日（火）11 月  6 日（火）

旭町 8 月 30 日（木） 9 月 11 日（火） 9 月 27 日（木）10 月 11 日（木）10 月 25 日（木）11 月  8 日（木）

円野町 8 月 31 日（金） 9 月 14 日（金） 9 月 28 日（金）10 月 12 日（金）10 月 26 日（金）11 月  9 日（金）

穂坂町 1 月  8 日（火） 1 月 22 日（火） 2 月  5 日（火）  2 月 19 日（火）  3 月  4 日（火）  3 月 18 日（火）

大草町 1 月 10 日（木） 1 月 24 日（木） 2 月  7 日（木）  2 月 21 日（木）  3 月  6 日（木）  3 月 20 日（木）

中田町 1 月 11 日（金） 1 月 25 日（金） 2 月  8 日（金）  2 月 22 日（金）  3 月  7 日（金）  3 月 21 日（金）

竜岡町 1 月 15 日（火） 1 月 29 日（火） 2 月 12 日（火）  2 月 26 日（火）  3 月 11 日（火）  3 月 25 日（火）

韮崎 B（保健福祉センター） 1 月 17 日（木） 1 月 31 日（木） 2 月 14 日（木）  2 月 28 日（木）  3 月 13 日（木）  3 月 27 日（木）

清哲町 1 月 18 日（金） 2 月  1 日（金） 2 月 15 日（金）  2 月 29 日（金）  3 月 14 日（金）  3 月 28 日（金）

いきいきとした毎日のために、コツコツ貯めよう
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情
報
公
開
お
よ
び
個
人
情
報
制

度
の
概
要
と
平
成
18
年
度
実
施
状

況
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
情
報
公
開
制
度

　

こ
の
制
度
は
、
公
文
書
な
ど
市

が
保
有
し
て
い
る
情
報
（
個
人
情

報
や
法
令
等
の
規
定
に
よ
り
公
に

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
を
除

き
ま
す
。）
に
つ
い
て
、
み
な
さ

ん
の
請
求
に
応
じ
、
閲
覧
や
写
し

を
交
付
し
ま
す
。
市
民
の
知
る
権

利
と
市
の
説
明
責
任
を
明
ら
か
に

し
、
公
正
で
透
明
な
市
政
を
推
進

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

■
個
人
情
報
保
護
制
度

　

こ
の
制
度
は
、
市
が
個
人
情
報

を
適
切
に
取
り
扱
う
た
め
の
ル
ー

ル
を
定
め
、
自
己
の
個
人
情
報
の

開
示
、
訂
正
お
よ
び
利
用
停
止
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
権
利
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
そ
の
権
利

利
益
を
保
護
す
る
も
の
で
す
。

　

み
な
さ
ん
も
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
保
護
の
重
要
性
を
認
識
し
、
他

人
の
個
人
情
報
を
み
だ
り
に
取
り

扱
わ
な
い
よ
う
、
個
人
情
報
の
保

護
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
個
人
情

報
に
関
し
て
は
、
原
則
と
し
て
本

人
に
限
り
そ
の
情
報
の
開
示
・
訂

正
・
利
用
停
止
請
求
が
で
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
総
務
担
当（

内
線
３
３
４
）

平
成
18
年
度

情
報
公
開
・
個
人
情
報
開
示
実
施
状
況

※上記機関以外請求なし。訂正、利用停止請求もなし。

〈情報公開制度〉実施機関別請求件数及び内訳

実施機関　(公開の決定を行う機関) 請求件数
公開・非公開決定の内訳

全部公開 部分公開 非公開 文書不存在

市長 12 9 1 1 1

議会 3 3

合計 15 12 1 1 1

〈個人情報保護制度〉実施機関別請求件数及び内訳

実施機関　(開示の決定を行う機関) 請求件数
開示・非開示決定の内訳

全部開示 部分開示 非開示 文書不存在

市長 2 2

合計 2 2

　

韮
崎
警
察
署
管
内
で
は
、
こ
こ

３
ヶ
月
間
に
４
件
の
振
り
込
め
詐

欺
事
件
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　

孫
や
息
子
を
装
い
、「
風
邪
を
ひ

い
た
」、「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
罹

っ
た
」
な
ど
と
、
声
が
普
段
と
違

う
こ
と
を
強
調
し
た
う
え
、
携
帯

電
話
が
替
わ
っ
た
と
、
新
し
い
電

話
番
号
を
教
え
て
き
ま
す
。

　

次
に
、「
会
社
に
は
内
緒
で
し

て
い
る
ア
ル
バ
イ
ト
の
仕
入
代
金

が
な
く
て
困
っ
て
い
る
」、「
親
に

は
内
緒
の
、
急
用
な
現
金
が
い
る
」

な
ど
、
心
配
を
か
け
さ
せ
る
話
を

し
て
き
ま
す
。

振
り
込
め
詐
欺
に
ご
用
心

だ
ま
す
手
口

被
害
の
防
止
策

◇
本
人
で
あ
る
か
否
か
確
認
す
る

　

た
め
、
家
族
や
ペ
ッ
ト
の
ほ
か
、

　

近
所
の
家
の
名
前
を
尋
ね
る
。

◇
孫
や
息
子
に
電
話
を
す
る
。

◇
周
囲
の
人
や
警
察
、
金
融
機
関

　

の
窓
口
に
相
談
す
る
。

◇
事
実
が
確
認
で
き
る
ま
で
絶
対

　

に
振
り
込
ま
な
い
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
守
っ
て
、
振

り
込
め
詐
欺
の
被
害
に
遭
わ
な
い

よ
う
に
、
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

韮
崎
警
察
署

　

☎
２
２
ー
０
１
１
０

　

市
の
行
政
情
報
の

公
開
請
求
と
、
市
の

保
有
す
る
個
人
情
報

の
開
示
請
求
が
、
今

ま
で
の
請
求
方
法
（
市

役
所
窓
口
・
郵
送
）

に
加
え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

メ
ー
ル
に
よ
る
請
求

が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

請
求
書
が
必
要
な

方
は
お
気
軽
に
総
務

課
総
務
担
当
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。(

市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
取
得
で
き
ま
す
。）

　
■
請
求
方
法

　

市
役
所
窓
口
、

郵
送
に
て
請
求

す
る
か
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
・
メ
ー
ル
に

て
請
求
す
る
場

合
は
、
次
の
Ｆ

Ａ
Ｘ
番
号
ま
た

は
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
請
求
書

を
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
直
接
メ
ー
ル
送
信

も
で
き
ま
す
。）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課
総
務
担
当（

内
線
３
３
４
）

２
２
ー
８
４
７
９

soum
u@

city.nirasaki.lg.jp

情報公開・個人情報開示
ＦＡＸ・メールで請求できます

韮崎市公益通報件数の公表
　韮崎市公益通報制度は、公益通報者保護法
に基づき、市職員からの公益通報に関し、通
報者の保護を図るとともに、市政における違
法な事態を防止するなどして、市政に対する
市民のみなさんの信頼を確保するとともに、
透明で公正な市政の運営を行うための制度
です。
　市では、公益通報件数について毎年公表す
ることとしています。

平成１８年度の公益通報件数　０件

※公益通報制度とは、職員が職務上の行為に
　関し、法令に違反したり違反の恐れがある
　事実や市民の生命、健
　康、生活環境を害する
　など、市民生活に重大
　な影響を与える恐れの
　ある事実を通報する制
　度です。
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都
市
計
画
用
途
地
域
な
ど
の

　
　
　
　
　

見
直
し
作
業
を
行
い
ま
す

　

市
で
は
、
韮
崎
市
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
将
来
都
市

像
「
元
気
で
活
力
あ
る
都
市
に
ら

さ
き
」
の
実
現
に
向
け
、
Ｊ
Ｒ
韮

崎
駅
前
地
区
に
お
け
る
用
途
地
域

（
※
）
の
見
直
し
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

本
市
の
都
市
づ
く
り
の
基
本
的

な
計
画
で
あ
る
「
韮
崎
市
都
市
計

画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
で
は
、
Ｊ

Ｒ
韮
崎
駅
周
辺
を
、
商
業
・
業
務
・

行
政
・
文
化
な
ど
の
様
々
な
機
能

が
集
積
し
、
都
市
の
発
展
の
中
核

と
な
る
「
都
市
拠
点
」
と
位
置
づ

け
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
現
在
、
Ｊ
Ｒ
韮
崎
駅
前

地
区
は
、
カ
タ
ク
ラ
工
場
や
キ
リ

ン
ビ
ー
ル
工
場
の
跡
地
な
ど
低
・

未
利
用
地
が
広
が
り
、
土
地
利
用

転
換
も
進
ま
な
い
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。
土
地
の
有
効
利
用
と
都

市
機
能
の
更
新
を
積
極
的
に
進
め
、

商
業
・
業
務
、
娯
楽
・
文
化
機
能

な
ど
の
強
化
・
充
実
を
図
る
こ
と

が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
現
在
は
「
準
工
業

地
域
」
に
指
定
さ
れ
て
い
る
工
場

跡
地
周
辺
と
、
そ
の
他
の
周
辺
地

域
に
つ
い
て
、
一
体
的
に
用
途
地

域
を
見
直
し
、
市
の
玄
関
口
と
し

て
相
応
し
い
土
地
利
用
を
図
る
た

め
、
近
隣
商
業
地
域
な
ど
へ
の
変

更
を
お
こ
な
い
、
規
制
や
誘
導
を

図
っ
て
ゆ
く
も
の
で
す
。

今
回
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

韮
崎
市
都
市
計
画
の
変
更
案
を

作
成
す
る
に
あ
た
り
、
広
く
市
民

の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き

す
る
た
め
、
以
下
の
と
お
り
公
聴

会
を
開
催
し
ま
す
。

公
聴
会
開
催
日
程

■
日
時

　

８
月
31
日
（
金
）　

14
時
～

■
場
所

　

市
役
所
別
館
２
０
１
会
議
室

 	素
案
（
図
面
な
ど
）
の
縦
覧

■
期
日

　

８
月
10
日
（
金
）
～
24
日
（
金
）

　

８
時
30
分
～
17
時
30
分

※
土
、
日
曜
日
を
除
く

■
場
所

◇
市
役
所
建
設
課
窓
口　
　
　

◇
市
Ｈ
Ｐ

　

〈http://w
w

w
.city.nirasaki.lg.jp

　

 /sangyou/toshikei/

〉

 

公
述
の
申
出

　

公
聴
会
に
出
席
し
て
、
素
案
に

対
す
る
意
見
を
述
べ
た
い
方
は
、

申
出
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
出
書

　

意
見
の
要
旨
と
、
そ
の
理
由
と

公
聴
会
開
催
の
お
知
ら
せ

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
を
書

面
に
記
載
し
、
市
長
宛
て
で
郵
送

ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
先

　

市
役
所
建
設
課

　

〒
４
０
７
ー
８
５
０
１

　

韮
崎
市
水
神
１
ー
３
ー
１

■
申
出
期
間

　

８
月
10
日
（
金
）
～
24
日
（
金
）

　

17
時
30
分
必
着

※
同
じ
主
旨
の
意
見
が
多
数
あ
る

　

場
合
、
公
述
人
を
選
定
し
ま
す
。

※
公
聴
会
で
意
見
を
述
べ
る
こ
と

　

が
で
き
る
方
は
、
本
市
に
住
所

　

を
有
す
る
者
、
お
よ
び
利
害
関

　

係
者
と
な
り
ま
す
。

公
聴
会
の
傍
聴
に
つ
い
て

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
当

日
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
会
場
の
都
合
に
よ
り
、
傍
聴
希

　

望
者
多
数
の
場
合
は
、
先
着
順

　

と
し
、
入
場
を
お
断
り
す
る
こ

　

と
が
あ
り
ま
す
。

※
公
述
人
が
い
な
い
場
合
、
公
聴

　

会
を
中
止
し
ま
す
の
で
、
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。（
上
記

　

の
市
Ｈ
Ｐ
に
も
掲
載
し
ま
す
）。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課
都
市
計
画
担
当

（
内
線
２
５
０
・
２
５
１
）

※用途地域とは
　住み良いまちづくりを進めるため、都
市全体の立場から住宅地、商業地、工業
地などを区分し、建築物の用途、一定の
土地に建てることのできる建物の大きさ

（建築面積、延べ面積）、高さなどを規制・
誘導する制度です。
　各地域の目指すべき市街地像に応じて
用途地域が定められています。

（財）武田の里文化振興協会職員募集
■職種・採用予定人数
　事務職（初級）１名

■試験日時・会場・試験内容　
　１次試験 ８月２５日（土）
　東京エレクトロン韮崎文化ホール会議室
　能力検査・性格検査・作文

■受付期間
　８月１９日（日）までの開館中
※月曜日および祝日の翌日は休館

■受験資格
　高校卒業以上で、昭和５２年４月２日～平成元年
　４月１日　までに生まれた者

■お申し込み・お問い合わせ
　（財）武田の里文化振興協会
　☎２０－１１５５　 ２２ー１９１９

土地利用転換の進まない工場跡地
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広報では、武田の里にらさきで行われる行事や、

あなたの身の回りの話題を募集しています。

市役所企画財政課企画推進担当

☎ 22‐1111（内線 356）までご連絡ください。

「戦国の時代から現代に蘇る！」
　国の重要文化財である武田八幡宮の模型贈呈式が、製作者の丹
沢忠治郎さんを招いて、６月２９日に市役所で行われました。
　誰に習ったわけでなく独学で作り始め、これまでに県内の重要
文化財を中心に、５０～６０ヶ所の作品を手掛けたそうです。
　武田八幡宮は３０分の１スケールで、檜を材料に細部まで忠実
に再現されていて、扉の開閉もできるようになっています。
　市役所ロビーに飾ってありますので、ぜひ見に来てください。

「いっぱいとれたよ」 「風鈴の短冊に願いを込めて」

　１７年程前から趣味で模型を作り始め
ましたが、独学のため最初は何もかもが
難しく、何度も失敗しました。
　できるだけ本物に近いものを作るため
に、何度も現地へ計測に行き、図面から
描き始めました。重要文化財なので、本
殿のなかまで見れなかったこと、屋根の
曲線を出すことに苦労しましたが、大勢
の方に見てもらって、実際に行ってみた
いと思ってもらえれば、うれしいです。

　子どもたちに夏休みを、楽しく過ごしてもらおうと、
花形友夫円野駐在所長の呼びかけで、６月２８日に北
西児童センターで防犯・交通安全についての講習会と、
風鈴作りが行われました。
　風鈴の短冊には「自転車の２人乗りはしない」、「泳
げるようにがんばる」などの安全に生活するための目
標や、願い事を思いおもいに書き込み、完成した風鈴
の涼しげな音色を楽しんでいました。

　７月１日に、藤井町絵見堂区内で「親子じゃ
がいも掘り」が開催されました。
　当日は、日差しの強い暑い日にもかかわらず、
約５０名の親子が参加して、メークインや北あ
かりの新じゃがを掘り出しました。じゃがいも
を見つけると、あっちこっちで大きな歓声があ
がっていました。自分で掘り出したじゃがいも
の味はどうだったかな？

丹沢 忠治郎さん（甲府市湯田１丁目）
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「
お
祭
り
で
、
か
き
氷
を
食
べ
な

が
ら
、
お
っ
き
な
花
火
を
見
た
い

な
ぁ
。」（
龍
空
く
ん
）

　

「
今
年
も
連
れ
て
い
っ
て
く
れ
る

よ
ね
？
」（
麗
来
ち
ゃ
ん
）

　

２
人
と
も
打
上
花
火
を
心
待
ち

に
し
て
い
ま
す
が
、
花
火
大
会
の

前
に
何
度
も
手
持
ち
花
火
を
楽
し

ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

　

「
昔
は
、
火
を
怖
が
っ
て
手
で
持

つ
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
の
に
、

今
で
は
夏
に
な
る
と
毎
日
の
よ
う

に
、
花
火
っ
て
騒
ぐ
ん
で
す
。
私

も
花
火
は
好
き
な
の
で
、
一
緒
に

楽
し
ん
で
い
る
ん
で
す
け
ど
。

　

で
も
や
っ
ぱ
り
、
大
き
な
打
上

花
火
を
間
近
で
見
た
い
で
す
ね
。

あ
の
音
と
、
大
き
さ
が
迫
力
満
点

で
、
色
も
鮮
や
か
だ
し
、
日
本
の

夏
っ
て
感
じ
が
し
ま
す
よ
ね
。

　

今
年
も
家
族
み
ん
な
で
花
火
大

会
に
行
こ
う
ね
。」（
愛
さ
ん
）

お
っ
き
な
打
上
花
火
を
見
た
い
な

【今月の表紙】大沢愛さん、麗
れ い ら

来ちゃん、龍
りゅうあ

空くん

花火の歴史

　６月２９日、市営体育館で「ちびっ子運動会」が開催さ
れました。当日は、たくさんのちびっ子が集まり、かけっ
こやゲーム、体操など、親子でできる簡単な競技を行いま
した。なかには、競技中に泣き出してしまう子もいました
が、みんな元気で、お母さんや、お友達と楽しそうに走り
回っていました。

「よ～いドンッ！」

　花火の要素である火薬の起源は、紀元前
の中国で、火薬の成分である硝石を使った
爆竹が生まれ、火薬は武器として活用され
たそうです。
　その火薬は１４世紀にローマへ伝わり、
やがては貴族や王族を楽しませる花火にも
使われるようになりました。
　日本では、１５４３年に種子島に鉄砲と
火薬が伝来し、１６１３年に徳川家康が見
た花火が始まりだと言われています。家康
が見た花火とは、いったいどのようなもの
だったのでしょうか？
　その後、花火は各地に普及し、現代では、
伝統の技術を継承しながら、
コンピューター制御による打
ち上げなどの最新技術も取り
入れています。日本の夏の風
物詩である花火を今年も楽し
みに出かけてみませんか？

（関連記事６ページ）

「絶妙な口調で会場を包む」
　７月７日、武田の里婦人大学の開講３０周年を記念して、
NHK エグゼクティブアナウンサー松平定知氏を講師に招
き、「“その時歴史が動いた”の現場から」と題した講座が
行われました。
　婦人大学ということで女性にスポットをあて、信長の実
妹である“お市”の波乱な人生や歴史、番組の制作方法や
撮影現場の様子などについて絶妙な口調で語られ、当日集
まった、たくさんの聴講者は興味深い話に聞き入っていま
した。



　

武
田
の
里
韮
崎
市
文
化
祭
実
行

委
員
会
で
は
、
第
52
回
武
田
の
里

韮
崎
市
文
化
祭
の
一
般
展
示
作
品

お
よ
び
、
野
外
コ
ー
ナ
ー
の
参
加

者
を
募
集
し
ま
す
。

■
日
時

　

10
月
26
日
（
金
）
～
28
日
（
日
）

■
場
所

　

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮
崎
文
化

　

ホ
ー
ル

■
一
般
展
示
作
品

◇
展
示
期
間

　

10
月
26
日
（
金
）
～
28
日
（
日
）

◇
申
込
期
限

　

８
月
31
日
（
金
）

◇
参
加
資
格

　

市
内
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
方

※
お
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
細
に

　

つ
い
て
は
、
各
地
区
公
民
館
主

　

事
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
野
外
コ
ー
ナ
ー

　

（
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
特
産

　

品
即
売
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど
）

◇
出
店
日
時

　

10
月
27
日
（
土
）
～
28
日
（
日
）

　

９
時
～
16
時

※
１
日
だ
け
の
参
加
も
可

※
机
・
敷
物
な
ど
は
持
参

◇
申
込
期
限

　

９
月
28
日
（
金
）

※
教
育
課
生
涯
学
習
担
当
ま
で
お

　

申
し
込
み
下
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

武
田
の
里
韮
崎
市
文
化
祭
実
行

　

委
員
会
事
務
局

　

（
教
育
課
生
涯
学
習
担
当
内
）

　

（
内
線
２
６
７
）

　

武
田
の
里
ま
つ
り
実
行
委
員
会

で
は
、「
武
田
の
里
ま
つ
り
・
武

田
勝
頼
公
新
府
入
城
ま
つ
り
」
の

時
代
絵
巻
行
列
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

　

大
河
ド
ラ
マ
「
風
林
火
山
」
も

佳
境
に
入
り
、
盛
り
上
が
り
を
見

せ
る
中
、
あ
な
た
も
戦
国
武
者
・

女
房
衆
と
な
り
一
日
限
り
の
戦
国

の
世
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時

　

10
月
７
日
（
日
）

■
対
象

　

市
内
在
住
者
で
18
歳
以
上
の
方

■
募
集
期
間

　

８
月
27
日
（
月
）
ま
で

■
募
集
定
員

　

武
者　
　

25
名
（
男
女
問
わ
ず
）

　

女
房
衆　

５
名
（
女
性
）

■
応
募
方
法

　

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

連
絡
先
、
希
望
の
役
柄
（
武
者
か

女
房
衆
）
を
記
入
し
て
、
武
田
の

里
ま
つ
り
実
行
委
員
会
宛
に
応
募

す
る
か
、
電
話
に
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
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生
涯
学
習
フ
ェ
ス
タ

武
田
の
里
韮
崎
市
文
化
祭

※
武
者
に
選
ば
れ
た
方
は
後
日
、

　

簡
単
な
説
明
と
練
習
を
し
て
頂

　

き
ま
す
の
で
、
当
日
は
必
ず
参

　

加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

武
田
の
里
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　

（
商
工
観
光
課
内
）

（
内
線
２
２
９
・
２
３
０
）

　

５
千
年
の
時
を
越
え
て
現
代
に

よ
み
が
え
っ
た
、
韮
崎
市
の
様
々

な
縄
文
土
器
の
展
示
を
、
期
間
限

定
で
民
俗
資
料
館
に
て
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。

　

縄
文
時
代
の
文
化
を
近
く
で
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
夏
休

み
の
こ
の
機
会
に
お
子
さ
ま
と
一

緒
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

縄
文
プ
チ
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

～
石
之
坪
遺
跡
の
縄
文
芸
術
～

武
田
勝
頼
公
新
府
入
城
ま
つ
り

時
代
絵
巻
行
列
参
加
者
募
集

 

　韮崎市ならびに韮崎市議会で
は、新盆のご供養につきまして、
廃止することを申し合わせまし
たので、市民各位のご理解ご協
力をお願い申し上げます。

　韮崎市・韮崎市議会

虚礼廃止について

今月の納税
税目 納期限

市県民税（普通徴収）

第２期

８月３１日（金）

　　

国民健康保険税

第３期

介護保険料（普通徴収）

第３期

　口座振替納税は、１度お申し

込みいただければ、指定され

た金融機関や郵便局の口座か

ら、自動的に引き落として納税

する便利な制度です。手続きも

キャッシュカード（郵便局、山

梨中央銀行）があれば、市役

所窓口で簡単に行えます。ぜひ、

ご利用ください。

■お問い合わせ　

　収納課（内線１６５・１６６）

納税は、便利で確実な
口座振替で



　

紙
質
、
色
彩
は
自
由
で
す
が
、

　

パ
ネ
ル
仕
上
げ
、
表
面
の
セ
ロ

　

ハ
ン
カ
バ
ー
な
ど
の
調
製
は
し

　

な
い
で
く
だ
さ
い
。

※
用
紙
は
統
計
調
査
課
に
用
意
し

　

て
あ
り
ま
す
。

■
応
募
方
法

  

９
月
７
日
（
金
）
必
着
で
、
県

　

企
画
部
統
計
調
査
課
宛
に
、
郵

　

送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
期
間

　

８
月
31
日
（
金
）
ま
で

※
月
曜
日
の
終
日
、
お
よ
び
木
曜

　

日
の
午
前
中
は
休
館
で
す
。

■
場
所　

韮
崎
市
民
俗
資
料
館

■
入
館
料　

無
料

■
お
問
い
合
わ
せ

　

韮
崎
市
民
俗
資
料
館

☎
２
２
ー
１
６
９
６

　

「
養
成
科
」「
専
攻
科
」
を
新
設

し
農
業
を
担
う
人
材
を
養
成
し
ま

す
。
４
年
制
大
学
へ
編
入
も
可
能

と
な
り
、
卒
業
生
に
は
「
専
門
士
」

の
称
号
を
付
与
す
る
予
定
で
す
。 

■
出
願
資
格
・
募
集
人
員

◇
養
成
科

　

高
等
学
校
卒
業

　

（
見
込
）
者

・
果
樹
学
科 

20
名

・
園
芸
学
科 

10
名

◇
専
攻
科　

　

短
期
大
学
以
上

　

で
農
業
課
程
卒

　

業
（
見
込
）
者

・
落
葉
果
樹
学
科
（
若
干
名
）

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

◇
中
央
公
民
館

☎
２
２
ー
１
１
２
１

◇
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮
崎
文
化

　

ホ
ー
ル

☎
２
０
ー
１
１
５
５

２
２
ー
１
９
１
９

　

県
で
は
、
み
な
さ
ん
に
統
計
グ

ラ
フ
の
製
作
を
通
し
て
、
統
計
を

活
用
し
、
親
し
ん
で
も
ら
う
た
め

「
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
」
を

実
施
し
ま
す
。
あ
な
た
が
調
べ
て

感
じ
た
こ
と
を
、
統
計
グ
ラ
フ
に

ま
と
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
。

■
応
募
部
門

◇
第
１
部　

小
学
校
１
・
２
年
生

◇
第
２
部　

小
学
校
３
・
４
年
生

◇
第
３
部　

小
学
校
５
・
６
年
生

◇
第
４
部　

中
学
生

◇
第
５
部　

高
校
以
上
の
方             

◇
パ
ソ
コ
ン
統
計
グ
ラ
フ
の
部　

　

小
学
生
以
上

■
課
題　

自
由

※
小
学
校
４
年
生
以
下
の
児
童
は
、

　

自
ら
観
察
ま
た
は
調
査
し
た
結

　

果
を
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の

■
規
格　

Ｂ
２
版
用
紙

■
お
問
い
合
わ
せ

　

山
梨
県
立
農
業
大
学
校

☎
３
２
ー
２
２
６
９

３
２
ー
２
０
３
４

　

毎
年
恒
例
と
な

り
ま
し
た
、
武
田
の

里
音
楽
祭
。
今
年

は
12
月
16
日
（
日
）

に
「
シ
ュ
ー
ベ
ル

ト
と
大
正
ロ
マ
ン
」

を
テ
ー
マ
に
、
ジ
ュ

ニ
ア
合
唱
団
が
雑

誌
「
赤
い
鳥
」
か
ら
生
ま
れ
た
童

謡
メ
ド
レ
ー
を
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

を
バ
ッ
ク
に
歌
い
ま
す
。
大
ホ
ー

ル
の
舞
台
で
歌
い
た
い
子
は
ぜ
ひ

集
ま
っ
て
下
さ
い
。

■
対
象　

小
・
中
・
高
校
生

■
お
申
込
み

　

９
月
１
日
（
土
）
ま
で
に
東
京

　

エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮
崎
文
化
ホ
ー

　

ル
か
、
中
央
公
民
館
の
ど
ち
ら

　

か
に
提
出
し
て
下
さ
い
。

■
練
習
日
程
・
場
所

　

９
月
１
日
か
ら
毎
週
土
曜
日

　

市
民
会
館
を
中
心
に
行
い
ま
す
。

※
詳
細
は
ご
確
認
く
だ
さ
い

15

平
成
20
年
度

農
業
大
学
校
が
変
わ
り
ま
す

武
田
の
里
音
楽
祭

ジ
ュ
ニ
ア
合
唱
団
募
集

試験区分
試験日

養成科 専攻科

推薦 一般Ａ  10 月 26 日

一般前期 一般Ｂ   1 月 17 日

一般後期 一般Ｃ   2 月 29 日

作
品
募
集
！

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

■
表
彰

  

部
門
ご
と
に
、
知
事
賞
１
点
以

　

内
、
教
育
長
賞
２
点
以
内
、
入

　

選
２
点
以
内
、
佳
作
若
干
名

※
優
秀
な
作
品
に
つ
い
て
は
「
統

　

計
グ
ラ
フ
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
」

　

に
出
品
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

山
梨
県
企
画
部
統
計
調
査
課

☎
０
５
５
ー
２
２
３
ー
１
３
４
４

　

「
農
村
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

を
テ
ー
マ
に
農
村
の
四
季
の
移
り

変
わ
り
、
農
作
業
や
生
活
の
様
子

な
ど
の
農
村
風
景
を
と
ら
え
た
写

真
を
募
集
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い

て
は
県
Ｈ
Ｐ
で
確
認
す
る
か
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
募
集

　

施
設
部
門
、
人
物
部
門
、
風
景

　

部
門
、
イ
ベ
ン
ト
部
門

※
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
で
、
四
ツ
切

　

ま
た
は
ワ
イ
ド
四
ツ
切
で
合
成

　

加
工
し
て
い
な
い
も
の

※
自
作
・
未
発
表
品
で
過
去
３
年

　

間
に
山
梨
県
で
撮
影
し
た
も
の

■
応
募
方
法

　

８
月
31
日
（
金
）
必
着
で
、
山

　

梨
県
カ
メ
ラ
商
組
加
盟
店
ま
た

　

は
実
行
委
員
会
ま
で
提
出
し
て

　

く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

や
ま
な
し
農
村
風
景
写
真
コ
ン

　

ク
ー
ル
実
行
委
員
会

　

（
県
農
政
部
耕
地
課
計
画
担
当
）

　

〒
４
０
０
ー
８
５
０
１

　

甲
府
市
丸
の
内
１
ー
６
ー
１

☎
０
５
５
ー
２
２
３
ー
１
６
３
０

や
ま
な
し
農
村
風
景

写
真
コ
ン
ク
ー
ル



　

毎
月
１
回
、

第
４
木
曜
日
に

市
役
所
で
法
律

相
談
を
実
施
し

て
い
ま
す
が
、

９
月
は
特
別
に

２
回
実
施
し
ま
す
。
お
１
人
さ
ま

30
分
以
内
で
、
無
料
に
て
弁
護
士

が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。　
　

　

法
的
な
心
配
事
、
相
談
し
た
い

事
が
あ
る
方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
第
１
回

◇
日
時

　

９
月
６
日
（
木
）
13
時
～
16
時

◇
予
約
開
始
日

　

８
月
24
日
（
金
）
９
時
～

■
第
２
回

◇
日
時

　

９
月
27
日
（
木
）
13
時
～
16
時

◇
予
約
開
始
日

　

９
月
10
日
（
月
）
９
時
～
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◆市民栄養相談（要予約）
 「食」に関する心配ごとや疑問の相談
※予約は保健福祉センター（☎２３ー４３１０）
　にて電話受付

◆心配ごと相談
生活・身の上等の日常生活の悩みに関する相談
毎週月曜日　１０：００〜１５：００
市役所にて

◆行政相談
国や県、市の行政などについての相談
第１・２・３月曜日　１３：００〜１５：００
市役所にて

◆無料法律相談（要予約）
法律的な相談であればどんな内容でも可
８月の相談は、２３日（木）１３：００〜
相談時間は、１人３０分以内
※予約受付は、８月１０日（金）９：００〜
企画財政課（内線３５６）で電話受付

◆物忘れ相談
認知症予防・介護についての相談
毎月第２火曜日　９：３０〜１６：００
保健福祉センターにて

◆家庭児童相談
子どもや家庭に関する悩みの相談
毎週木曜日　１０：００〜１６：００
市民会館にて

◆学校教育相談
学習・いじめ・不登校など学校教育に関する
悩みや不安の相談
毎週月・火・水曜日　９：３０〜１６：００
市民会館にて

◆結婚相談（要予約）
結婚相手の紹介や相談に応じ、幸せな家庭が築け
るよう協力
毎週火・金曜日　１３：００〜１６：００
市民会館１階結婚相談所にて（☎２２ー９７１１）

■
お
申
し
込
み

　

電
話
で
各
実
施
日
の
２
日
前
ま 

　

で
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
定
員
（
６
名
）
に
な
り
次
第
締

　

切
り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

企
画
財
政
課
企
画
推
進
担
当

（
内
線
３
５
６
）

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
み
な
さ
ん

が
人
権
侵
害
を
受
け
な
い
よ
う
に

注
意
を
払
い
、
侵
害
さ
れ
た
と
き

は
相
談
を
受
け
、
地
方
法
務
局
と

連
携
し
て
救
済
す
る
こ
と
を
努
め

と
し
て
い
ま
す
。

　

人
権
に
関
す
る
悩
み
事
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
人
権
擁
護

委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談

は
無
料
、
秘
密
厳
守
で
対
応
い
た

し
ま
す
。

　

山
梨
労
働
局
で
は
、
労
働
関
係

に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
個
々

の
労
働
者
と
事
業
主
と
の
紛
争

（
個
別
労
働
紛
争
）
の
解
決
を
支

援
す
る
た
め
、
無
料
で
相
談
、
情

報
提
供
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
内
容

◇
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
の

　

相
談
、
情
報
提
供

◇
紛
争
調
整
委
員
に
よ
る
斡
旋

■
お
問
い
合
わ
せ

　

山
梨
労
働
局
総
務
部
企
画
室

☎
０
５
５
ー
２
２
５
ー
２
８
５
１

法
的
な
心
配
事
の
解
決
に

特
別
無
料
法
律
相
談

氏名 電話

水上　邦子 22-0065

浅川　末子 22-2444

小林　冱子 23-2517

森　きゑ子 25-3929

秋山　純子 23-1023

秋山　　泉 22-6091

廣島　民雄 22-7574

古井　明男 055-227-9000

困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル

人
権
に
関
す
る
お
悩
み
は

人
権
擁
護
委
員
に
相
談
を

交通事故の解決で困ってませんか？
　交通事故の解決にお困りの方のため「自動

車保険請求相談センター」を設置しました。

　自動車保険の請求について無料で相談を

お受けします。お気軽にご連絡ください。

■お問い合わせ

　（社）日本損害保険協会

　甲府自動車保険請求相談センター

　☎０５５ー２２８ー８３３５

人権擁護委員
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介
護
実
習
普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、

介
護
に
つ
い
て
の
知
識
や
技
術
を

習
得
し
て
も
ら
う
た
め
、
各
種
講

座
の
開
設
、
介
護
機
器
の
展
示
、

相
談
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

専
門
ス
タ
ッ
フ
が
丁
寧
に
対
応

し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

月
～
金
曜
日　

９
～
17
時

※
年
末
年
始
と
祝
祭
日
を
除
く

　
■
場
所

　

福
祉
プ
ラ
ザ
1
階

　

甲
府
市
北
新
１
ー
２
ー
12

■
費
用　

　

材
料
な
ど
の
実
費
の
み

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

県
立
介
護
実
習
普
及
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
ー
２
５
４
ー
８
６
８
０

　

訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
、

医
療
機
関
や
福
祉
施
設
の
介
護
者

と
し
て
必
要
な
家
事
、
調
理
な
ど

の
基
本
的
な
実
技

と
関
連
知
識
を
習

得
し
、
訪
問
介
護

員
１
級
養
成
を
目

標
と
し
ま
す
。

■
訓
練
期
間　

10
月
４
日(

木)　

　

～
３
月
26
日(

水)

■
場
所

　

県
立
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー

　

甲
府
市
塩
部
４
ー
５
ー
28

■
対
象    

求
職
者

※
原
則
、
公
共
職
業
安
定
所
に
求

　

職
申
し
込
み
を
し
て
い
る
方

■
費
用　

無
料

※
教
材
な
ど
は
自
己
負
担

■
定
員   

20
名

■
応
募
方
法

　

公
共
職
業
安
定
所
お
よ
び
、
当

　

セ
ン
タ
ー
に
あ
る
願
書
、
履
歴

　

書
に
記
入
し
て
、
就
業
支
援
セ

　

ン
タ
ー
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
期
間

　

８
月
６
日(

月)

～
24
日(

金)

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

県
立
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
ー
２
５
１
ー
３
２
１
０

０
５
５
ー
２
５
１
ー
３
２
２
１

介
護
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

各
種
講
座
を
開
設
し
ま
す

県
立
介
護
実
習
普
及
セ
ン
タ
ー

離
転
職
者
向
け
職
業
訓
練

　

「
武
田
の
里
に
ら
さ
き
」
に
は

多
く
の
す
ば
ら
し
い
自
然
・
歴
史
・

文
化
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
貴

重
な
遺
産
の
“
見
方
”
に
つ
い
て
、

み
な
さ
ん
と
一
緒
に
学
習
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。“
見
方
”

を
知
る
こ
と
で
、
身
近
な
遺
産
の

保
存
・
継
承
・
活
用
を
考
え
る
き
っ

か
け
と
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
４
講
座
を
開
催
し
、

す
べ
て
の
講
座
を
受
講
し
た
方
に

は
修
了
証
を
授
与
し
ま
す
。

■
第
１
回　

山
城
の
見
方

◇
日
時

　

９
月
12
日
（
水
）

◇
講
師

　

市
教
育
委
員
会　

山
下
孝
司
氏

◇
内
容

　

新
府
城
や
白
山
城
な
ど
、
山
城

　

の
見
方
を
解
説
し
ま
す
。

■
第
２
回　

焼
き
物
の
見
方

◇
日
時

　

９
月
26
日
（
水
）

◇
講
師

　

市
教
育
委
員
会　

閏
間
俊
明
氏

◇
内
容

　

焼
き
物
（
陶
磁
器
）
の
歴
史
、

　

見
方
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

■
第
３
回　

水
田
の
見
方

◇
日
時

　

10
月
10
日
（
水
）

◇
講
師　

　

県
教
育
委
員
会 

八
巻
与
志
夫
氏

◇
内
容

　

江
戸
時
代
初
期
か
ら
残
る
水
田

　

景
観
か
ら
、
ど
ん
な
こ
と
が
読

　

み
取
れ
る
か
を
解
説
し
ま
す
。

■
第
４
回　

仏
像
の
見
方　

◇
日
時

　

10
月
24
日
（
水
）

◇
講
師

　

山
梨
県
立
博
物
館
学
芸
員

　

近
藤
暁
子
氏

◇
内
容

　

市
内
に
は
、
数
多
く
の
仏
像
が

　

あ
り
ま
す
。
仏
像
を
拝
観
す
る

　

際
、
ど
の
よ
う
な
視
点
が
あ
る

　

の
か
を
解
説
し
ま
す
。

■
会
場　

市
民
会
館
４
階

■
時
間　

19
時
～
20
時
30
分

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

商
工
観
光
課
観
光
担
当

（
内
線
２
２
９
・
２
３
０
）

見
よ
う
考
え
よ
う

武
田
の
里
ま
な
び
塾

祖母石、一ツ谷、水神、1 〜５丁目、若宮、旭、日の出、西町、富士
見ヶ丘、中島、高河原 ( 韮崎駅経由 ) 　　　　　　　　１５日 ( 水 )

富士見、岩下、上の山 ( 韮崎駅経由 )      １日 ( 水 )・１６日 ( 木 )

穂坂町権現沢、上の原、上今井、
原、長久保 　　　　　　　　　　　　　 ２日 ( 木 )・２０日 ( 月 )

穂坂町日の城、三之蔵、
三ッ沢上下、飯米場　　　　　　　　  ３日 ( 金 )・２１日 ( 火 )

穂坂町柳平、宮久保、鳥の小池	 ６日 ( 月 )・２２日 ( 水 )

藤井町全区	 ７日 ( 火 )・２３日 ( 木 )

中田・穴山町全区	 ８日 ( 水 )・２７日 ( 月 )

円野町全区  ( 一ツ谷経由 )	 ９日 ( 木 )・２８日 ( 火 )

清哲、神山町全区  ( 一ツ谷経由 )	 １０日 ( 金 )・２９日 ( 水 )

旭町全区  ( 一ツ谷経由 )	 １３日 ( 月 )・３０日 ( 木 )

大草・竜岡町全区 　　　　　　　　　１４日 ( 火 )・３１日 ( 金 )

静心寮	 １７日 ( 金 )

老壮大学	 ２４日 ( 金 )

介護者のつどい	 ３１日 ( 金 )

こぶし号 老人福祉センターバス （8月巡回日程）

巡回日程に変更がある場合は、
区長を通じて連絡します。

お問い合わせ　老人福祉センター

　　　　　　　（☎22-6944/ 22-6980）
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◆パパ・ママ学級（要予約）
　赤ちゃん抱っこ体操、母乳栄養、母乳マッサージ
　Ｂコース２　８月２１日（火）１３：３０〜

◆すくすく教室（７か月）
８月２１日（火）
受付時間　１３：００〜１３：３０
対象：Ｈ１９年１月生まれ

◆よちよち教室（１１か月）
８月２８日（火）
受付時間　１３：００〜１３：３０
対象：Ｈ１８年９月生まれ

◆のびのび教室（２歳児）
８月２９日（水）
受付時間　１３：００〜１３：３０
対象：Ｈ１７年７月生まれ

◆４か月児健診
８月２４日（金）
受付時間　１３：００〜１３：３０
対象：Ｈ１９年４月生まれ

◆１歳６か月児健診
８月１０日（金）
受付時間　１３：００〜１３：３０
対象：Ｈ１８年１月生まれ

◆３歳児健診
８月１７日（金）
受付時間　１３：００〜１３：３０
対象：Ｈ１６年７月生まれ

◆にこにこ子育て
　相談室（要予約）
　８月２３日（木）
　９：３０〜１６：００

◆母子健康手帳交付・
　一般健康相談・
　妊婦相談
　毎週月〜金曜日
　９：３０〜１６：００

◆物忘れ相談
　８月１４日（火）
　受付　９：００〜　出発　９：３０～

◆健康トレーニング教室
　８月６日、２０日、２７日（月）
　１３：３０〜１５：３０

◆心のデイケア
　８月９日、２３日（木）　１０：００〜

◆陸上ウォーキング教室（当日申込可）
　８月２５日（土）　
　受付　８：００〜　出発　８：１５～

◆元気が出る教室
　８月２２日（水）　１３：３０〜１４：３０
　場所：老人福祉センター（大草町）
　※老人福祉センター利用料１００円が必要です

◆いきいき貯筋クラブ
　９：３０〜１１：３０
　８月２１日（火）　神山町公民館　
　８月２３日（木）　穴山町公民館
　８月２４日（金）　藤井町公民館
　８月２８日（火）　市民会館
　８月３０日（木）　旭町公民館
　８月３１日（金）　円野町公民館

子育て教室
持ち物／各種健康手帳・筆記用具・
　　　　教室に応じて体操のできる服装

育児・健康相談等
持ち物／各種健康手帳

健康づくり教室
持ち物／各種健康手帳・筆記用具・
　　　　教室に応じて体操のできる服装

乳幼児の健診
持ち物／母子健康手帳・バスタオル・
　　　　保険証・印鑑

　■お問い合わせ・会場は、
　　韮崎市保健福祉センター （本町３−６−３）
　　☎２３ー４３１０／ ２３ー４３１６

　

暑
い
毎
日

が
続
い
て
い

ま
す
。
日
中
、

気
温
の
高
い

中
で
の
運
動

は
、
体
調
を

崩
す
危
険
性

が
あ
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ん

が
楽
し
く
運
動
で
き
る
よ
う
、
８

月
か
ら
10
月
に
実
施
す
る
陸
上

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
の
集
合
・
出

発
時
間
を
変
更
し
ま
す
の
で
、
確

認
の
う
え
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
実
施
日
（
集
合
場
所
）　

８
月
25
日
（
大
草
公
民
館
）

９
月
13
日
（
午
頭
島
公
園
）

９
月
29
日
（
韮
崎
文
化
ホ
ー
ル
）

10
月
11
日
（
韮
崎
市
役
所
）

10
月
27
日
（
勤
労
青
年
セ
ン
タ
ー
）

■
集
合
・
出
発
時
間

　

集
合
時
間　

８
時

　

出
発
時
間　

８
時
15
分

■
お
問
い
合
せ

　

保
健
課
健
康
増
進
担
当

　

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
２
３
ー
４
３
１
０

２
３
ー
４
３
１
６

陸
上
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

開
始
時
間
変
更
に
つ
い
て
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■
お
問
い
合
わ
せ

　

韮
崎
市
献
血
推
進
協
議
会

　

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
２
３
ー
４
３
１
０

２
３
ー
４
３
１
６

　

夏
の
気
温
と
湿
度
は
、
食
中
毒

菌
が
増
え
る
の
に
最
適
な
環
境
と

な
り
ま
す
。
家
庭
で
の
食
事
を
原

因
と
し
た
食
中
毒
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
家
庭
で
の
ち
ょ
っ
と
し
た

心
が
け
に
よ
り
、
食
中
毒
を
予
防

し
ま
し
ょ
う
。

◇
調
理
前
に
は
、
手
を
よ
く
洗
い

　

ま
し
ょ
う
。

◇
食
材
の
管
理
に
注
意
し
ま
し
ょ

　

う
。（
消
費
期
限
の
確
認
な
ど
）

◇
調
理
は
早
く
、
加
熱
は
十
分
に

　

行
い
ま
し
ょ
う
。

◇
時
間
が
長
く
経
っ
た
食
材
は
、

　

思
い
切
っ
て
捨
て
ま
し
ょ
う
。

◇
外
か
ら
帰
っ
た
ら
、
手
洗
い
、

　

う
が
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

中
北
保
健
所
峡
北
支
所
衛
生
課

☎
２
３
ー
３
０
７
１

　

医
療
現
場
の

血
液
需
要
は
ま

す
ま
す
増
加
し
、

献
血
な
し
で
は

医
療
が
成
立
し

な
い
状
況
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
献
血
者
数
は
年
々

減
少
し
て
お
り
ま
す
。

　

健
康
な
み
な
さ
ん
の
血
液
を
必

要
と
し
て
い
ま
す
。
な
お
一
層
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時　

８
月
16
日
（
木
）

　

９
時
30
分
～
11
時
30
分

　

12
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所

　

市
役
所
裏
駐
車
場

◎不規則な生活や、暴飲暴食が原因といわれています。
　俗に盲腸といわれていますが、医学的には急性虫垂炎が正式な病名です。虫
垂は右下腹部にある大腸の先端に紐のようについており、長さは５～１０cm 程
度です。この虫垂の細い内腔に閉塞機転が働き、内圧が上がったときに炎症が
起こるといわれています。閉塞するはっきりした原因はわかっていませんが、
不規則な生活や過労、暴飲暴食が重なっているケースがよくあります。

◎炎症の程度が軽ければ、抗生剤投与（ちらす）で治療することも可能です。
　急性虫垂炎は最初、みぞおちのあたりに痛みが起こり、次第に右下腹部へ移って
くることが典型的症状ですが、症状は人それぞれです。また、歩くとお腹にひびく
といった症状もあります。右下腹部痛を認める疾患は大腸憩室炎、急性腸炎など、
さまざまな病気がありますが、現在は腹部 CT 検査、腹部超音波検査などによって診
断率は上昇しています。
　治療を抗生剤にて行ったときには虫垂は残っているので、再発の危険もあり、短
期間で繰り返すようであれば、炎症の程度が軽くても手術適応となります。通常、
手術をした時の入院期間は５日～１週間程度ですが、腹膜炎を併発した炎症の強い
急性虫垂炎ですと１ヶ月以上になることもあります。
　急性虫垂炎は診断、治療が遅れると命にかかわることもあるので、右下腹部痛を
自覚した時には早期に病院で受診してください。

「友人が先月、盲腸にて手術をしました。盲腸は手術をしない
と治らないのですか？」？

アドバイザー  韮崎市立病院
外科 医師  鷹野敦史

８月　５日（日）
寺本医院
韮崎市本町２丁目　　　☎２２－０５４９

長坂中央クリニック
北杜市長坂町大八田　　☎３２－６７８０

８月１２日（日）
薬袋整形外科医院
韮崎市富士見２丁目　　☎２２－０２０３

耳鼻咽喉科平医院
北杜市長坂町大八田　　☎２０－４３２６

８月１９日（日）
にらさき泉野内科小児科クリニック
韮崎市岩下　　　　　　☎２２－１１８１

吉田医院
北杜市白州町白須中村　☎３５－０１２１

８月２６日（日）
三井医院
韮崎市本町１丁目　　　☎２２－０８４５

大泉中央診療所
北杜市大泉町谷戸　　　☎３８－２６３２

９月　２日（日）
いいのクリニック
韮崎市本町２丁目　　　☎２３－１２９６

たかね内科小児科クリニック
北杜市高根町村山北割　☎４７－４１１０

家
庭
内
で
の

食
中
毒
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

や
さ
し
さ
を
わ
け
て
く
だ
さ
い

献
血
に
ご
協
力
を

 休 日 当 番 医
■診療時間　８時～１８時

※当番医は変更することがあります。予め
　消防本部に確認して受診してください。
※夜間急患病院は、お問い合わせください。

■峡北消防本部　☎２２－８１８１
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甲
府
地
方
気

象
台
で
は
、
気
象

知
識
の
普
及
と

防
災
意
識
の
高

揚
、
気
象
台
を
多

く
の
人
に
知
っ

て
も
ら
う
た
め
「
お
天
気
フ
ェ
ア

２
０
０
７
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

当
日
気
象
台
に
来
て
い
た
だ
け

れ
ば
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
の
で
、
ご
家
族
で
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。

■
日
時

　

８
月
25
日
（
土
）
９
～
16
時

※
台
風
や
災
害
な
ど
に
よ
り
中
止

　

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
場
所

　

甲
府
地
方
気
象
台

　

甲
府
市
飯
田
４
ー
７
ー
29

※
十
分
な
駐
車
場
は
な
い
の
で
、

　

な
る
べ
く
公
共
の
交
通
機
関
を

　

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

気
象
に
つ
い
て
勉
強
し
よ
う
！

お
天
気
フ
ェ
ア
２
０
０
７

　

早
期
発
見
の
た
め
に
も
、
年
に

１
度
は
必
ず
受
診
し
て
、
健
や
か

な
毎
日
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

■
日
時
・
会
場
（
下
表
）

　
■
対
象　

25
歳
以
上
の
市
民
の
方

※
次
の
方
は
今
回
の
検
診
を
受
け

　

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
勤
務
先
や
学
校
で
結
核
検
診
を

　

受
診
し
た
方
、
受
診
予
定
の
方

◇
定
期
的
に
肺
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
検

　

診
を
受
診
し
て
い
る
方

◇
妊
娠
中
ま
た
は
妊
娠
し
て
い
る

　

と
思
わ
れ
る
方

◇
総
合
健
診
で
肺
が
ん
結
核
レ
ン

　

ト
ゲ
ン
検
診
を
受
診
し
た
方

■
費
用　

無
料

■
受
診
（
申
込
）
方
法

　

巡
回
検
診
会
場
で
直
接
お
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。　

※
受
診
票
は
受
付
時
に
記
入
し
て

　

い
た
だ
き
、
ど
こ
の
会
場
で
も

　

受
診
で
き
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
課
健
康
増
進
担
当

　

（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
２
３
ー
４
３
１
０

２
３
ー
４
３
１
６

肺
が
ん

結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

■
費
用　

無
料

■
イ
ベ
ン
ト
内
容

◇
お
天
気
キ
ャ
ス
タ
ー
体
験

　

天
気
図
の
モ
ニ
タ
ー
を
見
な
が

　

ら
、
お
天
気
キ
ャ
ス
タ
ー
を
体

　

験
し
、
ビ
デ
オ
で
撮
影
し
て
プ

　

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

※
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

◇
お
誕
生
日
の
天
気
調
べ

　

誕
生
日
の
天
気
を
コ
ン
ピ
ュ
ー

　

タ
で
調
べ
、
カ
ー
ド
に
印
刷
し

　

て
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

◇
実
験
・
工
作
コ
ー
ナ
ー

　

気
象
実
験
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◇
気
象
台
見
学
コ
ー
ナ
ー

　

観
測
機
器
や
予
報
を
出
す
現
業

　

室
の
見
学
が
で
き
ま
す
。

◇
気
象
測
器
に
さ
わ
っ
て
み
よ
う

　

実
際
に
測
器
に
触
れ
る
こ
と
が

　

で
き
ま
す
。

◇
緊
急
地
震
速
報
コ
ー
ナ
ー

　

「
緊
急
地
震
速
報
」
に
つ
い
て

　

わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

甲
府
地
方
気
象
台
総
務
課

　

（
担
当　

加
藤
）

☎
０
５
５
ー
２
２
２
ー
３
６
３
４

０
５
５
ー
２
２
２
ー
３
７
８
４

検診場所 日時 時間

道の駅　にらさき
中田町

8 月 20 日 ( 月 )

9:30 ～ 10:10

中田公民館 10:30 ～ 11:20

南下条公民館
藤井町

13:30 ～ 14:10

藤井公民館 14:30 ～ 15:20

韮崎中央公園駐車場 藤井町

8 月 21 日 ( 火 )

9:30 ～ 10:10

旧ＪＡ梨北穴山支所

穴山町

10:40 ～ 11:30

伊藤窪公民館 13:30 ～ 14:00

重久公民館 14:20 ～ 14:50

上円井公民館

円野町

8 月 27 日 ( 月 )

9:30 ～ 10:00

つぶらの会館 10:20 ～ 10:50

下円井公民館 11:10 ～ 11:30

青木公民館
清哲町

13:30 ～ 14:00

近戸神社 14:20 ～ 15:00

神山公民館
神山町

8 月 28 日 ( 火 )

9:30 ～ 10:00

鍋山公民館 10:20 ～ 10:40

金山神社

旭町

11:00 ～ 11:30

旭公民館 13:30 ～ 14:10

南割公民館 14:30 ～ 15:00

検診場所 日時 時間

若尾新田公民館

竜岡町
8 月 29 日 ( 水 )

10:00 ～ 10:30

坂の上公民館 10:50 ～ 11:30

竜岡公民館 13:30 ～ 14:20

保健福祉センター 韮崎地区 14:50 ～ 16:00

祖母石公民館

韮崎地区 8 月 30 日 ( 木 )

10:00 ～ 10:30

富士見ヶ丘公民館 10:50 ～ 11:30

韮崎市役所 13:30 ～ 15:00

上ノ山公民館
韮崎地区

8 月 31 日 ( 金 )

9:30 ～ 10:00

韮崎東保育園 10:30 ～ 11:30

保健福祉センター 市全体 13:30 ～ 15:30

柳平公民館

穂坂町 10 月 23 日 ( 火 )

9:30 ～ 10:10

穂坂コミュニティセンター 10:30 ～ 11:30

日之城公民館 13:30 ～ 14:10

三ツ沢公民館 14:40 ～ 15:30

若尾公民館

大草町 10 月 24 日 ( 水 )

9:30 ～ 10:20

大草公民館 10:40 ～ 11:30

町屋公民館 13:30 ～ 14:10

保健福祉センター 未受診 10 月 28 日 ( 日 ) 9:00 ～ 11:30

平成１９年度　肺がん・結核レントゲン検診日程表
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８
月
10
日
は
「
道
の
日
」、
８

月
は
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」
で
す
。

　

道
路
は
人
の
移
動
手
段
と
し
て
、

現
在
ま
で
様
々
な
形
で
造
ら
れ
、

使
わ
れ
て
い
る
、
生
活
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
公
共
施
設
で
す
。

　

「
棒
道
ウ
ォ
ー
ク
」
は
、
武
田

信
玄
が
戦
略
と
し
て
築
い
た
「
道
」

を
実
際
に
歩
き
“
棒
道
”
の
意

義
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、

「
道
」
の
歴
史
と
重
要
性
を
実
感

し
て
も
ら
い
、
道
路
の
役
割
や
重

要
性
を
考
え
ま
す
。

　

ご
近
所
お
誘
い
の
う
え
、
ふ

る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

８
月
26
日
（
日
）

　

９
時
45
分
バ
ス
出
発

　

（
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
）

　

16
時
30
分
解
散
予
定

※
雨
天
決
行

■
当
日
の
行
程

　

小
瀬
～
北
杜
市
三
分
一
湧
水
～

　

棒
道
～
小
瀬

■
定
員　

40
名
程
度

※
対
象
者
は
、
県
内
在
住
の
方

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

■
費
用　

無
料

■
持
ち
物

　

雨
具
、
保
険
証
、
参
加
証

※
軽
食
と
飲
み
物
は
用
意
し
ま
す
。

※
ハ
イ
キ
ン
グ
の
で
き
る
服
装
、

　

靴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
申
し
込
み

　

８
月
10
日
（
金
）
ま
で
に
住
所
、

　

氏
名
、
性
別
、
電
話
番
号
を
記

　

入
し
、
ハ
ガ
キ
に
て
お
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い
。

※
８
月
10
日
（
金
）
の
消
印
有
効

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

県
土
木
部
道
路
管
理
課

　

〒
４
０
０
ー
８
５
０
１

　

甲
府
市
丸
の
内
１
ー
６
ー
１

☎
０
５
５
ー
２
２
３
ー
１
６
９
５

　

ま
つ
り
の
名
前
は
、
九
頭
竜
堤

防
付
近
に
あ
る
巨
石
が
、
顎
を
支

え
る
老
婆
の
姿
に
似
て
い
る
こ
と

に
由
来
し
ま
す
。
１
０
０
年
程
前

か
ら
行
わ
れ
、
戦
争
や
水
害
に
よ

り
中
断
さ
れ
ま
し
た
が
、
区
の
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、
平
成

13
年
に
50
年
ぶ
り
に
再
開
さ
れ
、

毎
年
盛
大
に
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

七
里
岩
の
上
か
ら
九
頭
竜
堤

防
に
か
け
て

吊
り
下
げ
る

３
０
０
個
の

提
灯
の
灯
で
、

日
頃
の
疲
れ

を
癒
し
ま
せ

ん
か
？

■
日
時

　

８
月
25
日
（
土
）
18
時
～
22
時

■
場
所

　

上
祖
母
石
、
九
頭
竜
堤
防
周
辺

※
国
道
20
号
線
沿
い
、
桐
沢
橋
よ

　

り
約
５
０
０
ｍ
上

■
お
問
い
合
わ
せ

☎
２
２
ー
０
９
０
７
（
秋
山
）

　

県
で
は
、
み
な
さ
ん
に
下
水
道

事
業
へ
の
理
解
と
関
心
を
深
め
て

も
ら
う
た
め
、
９
月
の
「
下
水
道

の
日
」
の
行
事
の
一
環
と
し
て
、

毎
年
下
水
道
ま
つ
り
を
行
っ
て
い

ま
す
。

下
水
道
へ
の
理
解
を
深
め
よ
う

第
22
回
下
水
道
ま
つ
り

「
道
の
日
」
記
念
事
業

信
玄
の
棒
道
ウ
ォ
ー
ク

　

ゆ
～
ぷ
る
に
ら
さ
き
は
、
毎
週

月
曜
日
（
祝
祭
日
の
場
合
は
そ
の

翌
日
）
が
休
館
で
す
が
、
お
盆
中

の
８
月
13
日
（
月
）
は
営
業
し
ま

す
の
で
。
ご
家
族
連
れ
で
お
越
し

く
だ
さ
い
。

■
開
館　

10
時
～
21
時 

※
受
付　

20
時
30
分
ま
で

■
利
用
料
金
な
ど

■
お
問
い
合
わ
せ

　

ゆ
～
ぷ
る
に
ら
さ
き

☎
２
０
ー
２
２
２
２

ゆ
～
ぷ
る
に
ら
さ
き

８
月
13
日
の
営
業
に
つ
い
て

利用区分 市内利用者 市外利用者

１回利用
中学生以上 300 円 700 円

小学生以下 200 円 400 円

回数券
中学生以上 3,000 円 (12 枚綴） 3,000 円 (6 枚綴）

小学生以下 2,000 円 (12 枚綴） 2,000 円 (6 枚綴）

※市内料金の方は、市内在住を証明するものを提示してください。  
※３歳児以下は市内外利用者を問わず無料です。 
※身体障害者の方は障害者手帳を提示することで半額となります。
※プールをご利用の場合はスイミングキャップを着用して下さい。
※オムツが必要な子どもはプールには入れません。

夏
の
夜
空
に
提
灯
を
灯
す

姥
婆
石
さ
ん
提
灯
ま
つ
り

　

今

年

は
、

峡
東
浄
化
セ

ン
タ
ー
を
会

場
と
し
て
「
第

22
回
下
水
道

ま
つ
り
」
を

開
催
し
ま
す
。

　

ど
な
た
で
も
楽
し
み
な
が
ら
下

水
道
の
こ
と
が
学
べ
る
よ
う
に
、

た
く
さ
ん
の
催
し
物
を
用
意
し
ま

し
た
。
ご
家
族
連
れ
で
、
ぜ
ひ
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

９
月
９
日
（
日
）
10
～
15
時

※
雨
天
決
行

■
場
所

　

峡
東
浄
化
セ
ン
タ
ー

　

笛
吹
市
石
和
町
東
油
川
字
北
畑

　
　
　
　
　
　
　
　

４
１
７
番
地

※
駐
車
場
あ
り

■
内
容

　

下
水
道
施
設
見
学

　

下
水
道
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

ミ
ニ
下
水
道
展

　

水
質
実
験

　

大
道
芸

　

お
楽
し
み
抽
選
会

　

農
産
物
直
売
な
ど

■
お
問
い
合
わ
せ

　

峡
東
浄
化
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
ー
２
６
３
ー
２
７
３
８
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児童センターであそぼう 開館時間　月〜土曜日　  ９：００〜１９：００

０〜６歳（未就学）児は 保護者の同伴を お願いします。

子育て支援センターにいらっしゃい！ 開設時間    月〜金曜日　９：００〜１２：００
イベントのない日もお友だちが来てあそんでいるよ！

☆行事のない日でも、
各センターは開館して
ます。お子さんと一緒
に遊びに来てください。

☆小学生の行事は「パソ
コンを楽しもう」など、
ほかにもあります。

☆詳しくは、各児童セ
ンターにお問い合わせ
ください。

◆映画上映会

　「ふしぎな島のフローネ」
　８月１０日（金）１５：００～

◆お話会（小学生対象）

  ８月２３日（木） １５：００～
　講師　お話サークル「ききみみずきん」

◆寿ルーム（小学生対象）
　毎週月曜日

韮崎児童センター
（☎ ２２ー７６８７）

◆お話会（小学生対象）

  ８月１日（水） １５：００～
　講師　お話サークル「ピッピの会」 

◆食育のお話（小学生対象）
　８月２０日（月）１５：３０～
　講師　食育サークル「たんぽぽのたね」

◆映画上映会

　「アラジンと魔法のランプ」ほか
　８月２４日（金）１４：３０～

北東児童センター
（☎ ２３ー５５５０）

◆吹き矢を楽しもう
　８月８日（水）１５：００〜
　講師　韮崎市体育指導員

 

◆本とあそぼう 全国訪問おはなし隊
　８月１７日（金）　１４：００〜 
　講師　講談社読書推進事業部
          「おはなし隊」

◆映画上映会

　「ヘレンと共に」ほか
　８月２０日（月）１４：３０～

北西児童センター
（☎ ２２ー１７７５）

◆お話会（小学生対象）

  ８月２日（木） １５：００～
　講師　お話サークル「ききみみずきん」

 
◆環境のお話
　８月２０日（月）１４：３０～
　講師　センター職員

◆映画上映会

　「トムソーヤの冒険」
　８月２１日（火）１５：００～

甘利児童センター
（☎ ２３ー１５３５）

□保育園開放・子育て相談
・保育園開放　毎週水曜日　９：００〜１２：００

・子育て相談　面　　談　　９：００〜１２：００

　　　　　　　電話相談　　９：００〜１７：００

□例月のイベント

◆子育てトーク（子育てについて気軽に話しましょう）
　８月　１日（水）１０：３０〜

◆体位測定（お子さんの身長・体重を測ります）
　８月２１日（火）１０：３０〜

◆誕生会に参加しましょう（お友だちと一緒に）
　８月２４日（金）１０：００〜１１：３０

◆水曜ミニミニタイム（歌・手遊び・シアターなど）

育児代行サービスのお知らせ
　ファミリー・サポート・センターでは、生後３ヶ月頃か

ら小学校６年生までのお子さんの、子育てのお手伝いをし

ます。子育て経験者または保育士の資格を持つ方で、市の

講座を受講した「まかせて会員」が保護者に代わって育児

をしますので、お気軽にお問い合わせください。

保育サポータ募集のお知らせ
　保育サポーターの養成講座が８月２８～３０日の３日間

行われます。受講希望者はお問い合わせください。

こんな時お手伝いします
・園や習い事等へ子どもを送迎してほしい

・園や小学校の始業時間前、終業時間後に預かってほしい

・自分が病院へ行く間預かってほしい

・子どもが軽度の病気で登園、登校ができないがこれ以上

　仕事が休めないので預かってほしい

　

　ご利用は１時間７００円～です。詳細については、お問

い合わせください。

地域子育て支援センター
ファミリー・サポート・センター

（藤井保育園内　☎ ２３ー７６７６）
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今回は、“あめんぼの会”のみなさんをお迎えします。

　日時　８月４日（土）１４：００～　
　場所　市民会館４階　大会議室

今月の朗読のつどい

わらべ歌・手遊びなど
わらべ歌や、手遊びなど日頃
の親子のふれあいにぴった
り。遊びや絵本に思わぬ反応
が！楽しいですよ！
　
　日時　８月３０日（木）
　　　　１０：３０〜
　場所　市民会館３階　和室

今月のおはなし会
絵本・紙芝居・工作・パネルシアターなど
絵本・紙芝居・パネルシアターなど、楽しいおはな
しがいっぱい！新しい本もぞくぞく紹介。お友だち
を誘ってきてください。
　
　日時　８月２５日（土）１０：３０〜
　場所　市民会館３階　和室

「グダグダの種」
　阿川佐和子著　（大和書房）     

こんなことじゃ、いかんいかん…。
とつぶやきつつ、一人しみじみグ
ダグダ過ごす休日の楽しさよ。何
かの役には立たないが、けっこう
シアワセな日々を綴った、思わず
吹き出す本音痛快エッセイ！

「ポータブル・ゴースト」
　マーガレット・マーヒー作　

  　幾島幸子訳（岩波書店）

     いつも学校の図書館のすみにいる
ふしぎな少年。好奇心と探究心旺
盛なディッタは、ある日思い切っ
てその少年に話しかけ、その子が
幽霊であることをつきとめます。 

　　　　　　　　　一方、友だちのマックスの部屋に
　　　　　　　　　も、幽霊が出ることがわかり…？

（一般書）

｢ コーヒー１杯からわかる経済 ｣
　　　　造事務所編著（大和書房）

「露の玉垣」　　　　　　　乙川優三郎著（新潮社）

（児童書）

「ぼくと弟はあるきつづける」
　　　　小林豊作・絵（岩崎書店）

「わたしはあなたをあいしています」
宮西達也作・絵（ポプラ社）

新刊情報 図書館流通センター「週刊新刊全点案内」1526号より

■８月の休館日
　毎週月曜日、３１日（金）です。
　お問い合わせは、韮崎市立図書館
　（☎２２ー１１２１ ／ ２２－２９１０）

8
月
の
標
語　

地
域
行
事
に
み
ん
な
で
参
加　

子
ど
も
と
語
ろ
う
郷
土
の
歴
史　
毎
月
第
１
日
曜
日
は
、
男
女
共
同
参
画
の
日

◎図書は、リクエストや予約もお受けいたします。
◎ご案内の「リサイクル文庫」にもご協力ください。
◎ご返却が遅れている方は、お早めにお返しください。

今月のだっこの会

　「白い花」　沢地久枝作　（朗読　古屋成子さん）
　　「羅生門」　芥川龍之介作　（朗読　望月敬子さん）

　「高瀬舟」　森鷗外作　（朗読　若尾道子さん）
　　「雀の手帳の吹きながし」

　　　　　 幸田文作　（朗読　川口浩子さん）

　※次回は９月１日（土）を予定しています。

　

あ
な
た
の
生
活
に
豊
か
な
彩
り

を
添
え
る
た
め
に
、
筆
の
表
現
法

を
学
び
ま
せ
ん
か
！　

■
日
時　

全
７
回
講
座

　

9
月
4
、
11
、
18
、
25
日

　

10
月
2
、
9
、
16
日　

   

10
時
～
12
時　

■
場
所

　

市
民
会
館
４
階
大
会
議
室

■
講
師　

筆
文
字
工
房
主
宰

　

山
内
龍
芳
氏

筆
文
字
を
楽
し
も
う

■
定
員　

20
名

※
8
月
24
日
（
金
）
ま
で
に
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
材
料
費　

２
５
５
０
円

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

中
央
公
民
館

☎
２
２
ー
１
１
２
１

　

手
づ
く
り
帽
子
で
あ
な
た
ら
し

さ
を
演
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

■
日
時　

全
６
回
講
座

　

９
月
18
、
25
日

　

10
月
1
、
9
、
15
、
22
日　

   

13
時
30
分
～
15
時
30
分　

■
場
所

　

市
民
会
館
４
階
大
会
議
室

■
講
師　

帽
子
ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー

　

デ
ザ
イ
ン
主
宰　

杉
原
弘
美
氏

■
定
員　

20
名

※
９
月
７
日
（
金
）
ま
で
に
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
材
料
費　

３
５
０
０
円

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

　

中
央
公
民
館

☎
２
２
ー
１
１
２
１

手
作
り
の
帽
子
を
作
ろ
う

　お友だちと水あそびをたのしみましょう！

■日時　８月８日（水）１０時３０分～１１時３０分

■場所　韮崎市営プール（現地集合）

■持物　水着、水泳帽子、浮き輪、着替え、

　　　　タオル、飲み物

■費用　３歳以下（付き添い大人）無料

■お問い合わせ・お申し込み

　銀河鉄道事務局（☎２２ー１１２１）　

子育てサロン“銀河鉄道”
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「市民のひろば」では、みなさんの明るい笑顔が

あふれる話題・情報・写真をお待ちしております。

ご連絡は市役所企画推進担当（内線３５６）まで。

こ
の
広
報
誌
は
、古
紙
配
合
率
一
〇
〇
％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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健康に気をつけ医療費の節約にご協力ください
7 月中に市が支払った医療費をお知せします。　
　国民健康保険	 149,109,566 円	 ※１人当り 16,908 円（前月比	 1.07％減）
　老 人 保 健	 216,891,188 円	 ※１人当り 58,874 円（前月比	 3.42％増）

市の人口（7月１日現在）
　男	 １６，３７０人	 世帯数	 １２，３０７世帯
　女	 １６，６１２人	 前月比	 －１０２世帯
　計	 ３２，９８２人
　前月比　　	－１２８人

心
こころ

ちゃん（Ｈ 1 ８年１月生まれ）

河西 亮太・亜矢子 さん  宅（穴山町）
〜「明るく元気に育ってね」〜

　「防ごう犯罪と非行　助けよう立ち直り」を合言
葉に、７月２日の朝、韮崎駅前でキャンペーンが実
施されました。
　当日は、学生をはじめ大勢の方に、啓蒙品を配布
しながら、犯罪のない明るい社会を築こうと、元気
よく声を掛けていました。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

夏
か ほ

歩ちゃん（Ｈ 1 ８年７月生まれ）

歌田 篤・英里 さん  宅（竜岡町）
〜「笑顔の似合う子になってね !!」〜

　

今
年
も
、
標
高
１
７
３
１
ｍ
の
甘
利
山
山
頂
を
、

15
万
株
の
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
が
埋
め
尽
く
し
ま
し
た
。

平
日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
県
内
外
か
ら
訪
れ
た
大
勢

の
観
光
客
は
、
一
面
に
咲
く
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
を
眺
め

な
が
ら
、
ハ
イ
キ
ン
グ
を
し
た
り
、
お
弁
当
を
食
べ

た
り
と
甘
利
山
の
自
然
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

来
年
は
、
こ
の
す
ば
ら
し
い
眺
め
を
楽
し
み
に
、

あ
な
た
も
甘
利
山
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

赤一面の甘利山

結
ゆ あ

愛ちゃん（Ｈ 1 ８年１２月生まれ）

海野 暁・裕子 さん  宅（清哲町）
〜「いつも優しい笑顔をありがとう」〜


